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中
国
古
代
の
盟
書
遺
物
に
関
す
る
一
考
察

呂　
　

靜

は
じ
め
に

盟
誓
は
、未
開
の
社
会
に
お
い
て
人
と
人
の
間
に
存
在
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
。
人
類
は
一
つ
社
会
的
存
在
で
あ
る
。

個
体
、
も
し
く
は
あ
る
集
団
の
行
為
が
反
社
会
的
・
反
公
共
性
が
現
れ
る
と
き
、
慣
例
か
ら
外
れ
た
こ
の
種
の
行
為
に
対
し
て
、
否
定
と

懲
罰
の
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
個
人
、
あ
る
い
は
集
団
の
恣
意
的
行
動
に
拘
束
お
よ
び
制
限
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
に
は
、
双
方
も
し
く
は
各
方
に
対
し
て
、
い
ず
れ
か
を
凌
駕
す
る
超
権
力
者
が
出
現
せ
ず
、
裁
判
を
決
し
難
い
と
き
、
双
方
も

し
く
は
各
方
が
、
共
に
崇
拝
す
る
神
の
前
に
面
し
て
誓
約
し
、
そ
の
誓
約
に
違
背
す
る
こ
と
が
神
罰
を
招
か
れ
る
心
理
に
よ
っ
て
、
自
由

行
動
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
盟
誓
発
生
の
理
由
と
推
測
で
き
よ
う
。

世
界
の
多
く
の
民
族
・
部
族
は
い
ず
れ
も
、盟
誓
に
よ
っ
て
人
間
関
係
を
調
節
し
、社
会
秩
序
を
維
持
し
た
段
階
を
有
し
て
い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
で
は
、
封
建
制
の
も
と
で
、
家
臣
が
封
建
領
主
に
対
す
る
「
忠
誠
宣
誓
」
が
盛
行
し
た
。
古
代
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
・

イ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
な
ど
の
社
会
で
は
、
盟
誓
は
単
に
個
人
の
日
常
生
活
に
存
在
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
往
々
に
し
て
公
的
な
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法
律
レ
ベ
ル
に
ま
で
見
受
け
ら
れ
た
。
日
本
を
例
に
と
る
と
、
盟
誓
の
発
生
は
、
古
代
社
会
に
お
い
て
盛
行
し
た
「
神
判
」
と
関
係
が
あ

り（
１
）、

盟
誓
は
神
判
の
性
格
と
類
似
し
て
お
り
、
ま
た
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
一
つ
の
手
続
き
と
し
て
、
裁
判
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
絶
え
間
な
く
出
土
す
る
古
代
の
官
・
私
文
書
に
お
い
て
、
盟
誓
が
訴
訟
過
程
に
お
け
る
手
続
き
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
れ

が
日
本
に
存
在
し
た
だ
け
で
は
な
く
（
２
）、

古
代
中
国
で
も
か
つ
て
は
非
常
に
流
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
七
年

に
湖
北
省
荊
門
市
の
南
、
包
山
二
号
墓
よ
り
竹
簡
の
公
文
書
が
発
見
さ
れ
、
訴
訟
と
裁
判
の
際
に
、
原
告
ま
た
は
被
告
の
証
人
と
し
て
、

証
言
を
行
う
前
に
誓
っ
た
事
例
が
記
録
さ
れ
て
い
た
（
３
）。

盟
誓
は
汎
世
界
的
な
事
象
で
あ
る
。
中
国
古
代
は
、
ほ
か
の
民
族
と
同
様
に
、
律
令
制
度
が
確
立
す
る
ま
で
に
、
い
わ
ば
、
中
央
支
配

体
制
が
ま
だ
建
て
ら
れ
る
前
に
、
世
に
盟
誓
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
古
典
文
献
に
よ
り
、
二
四
二
年
間
の
春
秋
時
代
の
歴
史
を
記
録
し
た

編
年
体
の
歴
史
書
で
あ
る
『
春
秋
』
に
は
、
盟
・
誓
・
会
・
遇
・
聘
な
ど
関
連
す
る
四
五
〇
余
件
の
史
実
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
中
国
古

代
の
盟
誓
が
盛
行
し
発
達
し
て
い
た
こ
と
は
、
世
界
史
の
中
で
も
特
例
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
中
国
古
代
社
会
の
盟
誓
に
お
け
る
も

う
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
盟
書
の
普
及
の
こ
と
で
あ
る
。

盟
誓
は
宗
教
的
な
祭
祀
儀
式
で
あ
る
。
牛
・
羊
・
犬
・
鶏
な
ど
動
物
を
殺
し
、
牲
血
を
取
り
、
そ
し
て
、
参
盟
者
が
順
に
牲
血
を
啜
り
、

最
後
に
み
な
神
へ
誓
い
を
行
う
。
こ
の
一
連
の
呪
術
的
な
祭
儀
に
は
、
盟
者
が
宣
誓
す
る
の
は
、
最
も
鍵
と
な
る
核
心
の
部
分
で
あ
る
と

も
い
え
よ
う
。
当
事
者
が
神
に
対
し
て
陳
述
す
る
と
こ
ろ
の
「
自
分
が
将
来
何
を
な
す
か
、
あ
る
い
は
何
を
な
さ
な
い
か
」
は
、
さ
ら
に

進
ん
で
、「
も
し
自
分
の
誓
言
に
背
け
れ
ば
、
神
の
懲
罰
を
受
け
よ
う
」
な
ど
と
い
っ
た
自
分
へ
の
呪
詛
を
宣
誓
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
盟
誓
と
い
う
こ
の
種
の
行
為
が
存
在
す
る
基
本
的
な
前
提
な
の
で
あ
る
（
４
）。誓
う
と
き
は
通
常
、参
盟
者
の
心
中
の
堅
い
決
意
は
、「
口

頭
」
の
形
で
表
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
「
口
頭
宣
誓
」
お
よ
び
誓
辞
を
文
書
化
し
た
も
の
で
あ
る
「
盟
書
」
と
い
う
二
通
り
の
方
法
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で
表
現
さ
れ
る
。
大
衆
が
文
字
に
な
じ
ん
で
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
盟
誓
の
と
き
、
口
頭
で
誓
い
を
宣
言
す
る
こ
と
は
、
ご
く
普

通
な
こ
と
で
あ
る
が
、
文
字
が
発
生
す
る
以
前
、
あ
る
い
は
ま
だ
そ
れ
が
普
及
す
る
以
前
の
誓
辞
が
口
頭
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
盟
誓
に
お
い
て
、
文
書
化
さ
れ
た
盟
書
も
口
頭
で
述
べ
ら
れ
た
盟
辞
も
、
同
様
に
効
力
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
宣
誓
形
式
の
変
化
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
の
裏
に
は
、
画
期
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
物
語
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
（
５
）。
す
で
に
出
土
し
た
史
料
を
分
析
す
る
と
、
春
秋
時
代
の
盟
誓
は
通
常
、
ま
ず
史
官
・
祝
・
巫
・
覡
な
ど
の
専
門
職
の
人

員
が
盟
書
を
作
成
し
、
そ
れ
か
ら
玉
石
・
金
属
上
に
刻
み
込
み
、
盟
書
が
完
成
す
る
と
、
盟
誓
の
儀
式
で
当
事
者
が
読
み
上
げ
る
の
で
あ

る
。
儀
式
が
終
わ
る
と
、
た
だ
ち
に
盟
書
の
原
本
を
河
川
や
湖
に
沈
め
た
り
、
山
に
埋
め
た
り
す
る
。
盟
誓
の
儀
式
を
行
っ
た
祭
祀
場
の

祭
祀
坑
に
も
そ
れ
を
埋
め
、
別
に
副
本
を
も
っ
て
国
に
戻
る
の
で
あ
る
。
古
代
社
会
の
盟
誓
お
よ
び
盟
書
が
流
行
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
今
日
に
盟
書
遺
物
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

前
世
紀
の
六
〇
・
七
〇
年
代
に
、
山
西
省
侯
馬
市
と
河
南
省
温
県
で
一
万
数
千
件
の
春
秋
晩
期
の
晋
国
盟
書
が
発
見
さ
れ
て
以
来（
６
）、
盟

書
の
研
究
に
関
し
て
は
、
少
な
か
ら
ざ
る
学
者
が
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
九
年
一
二
月
に
山
西
省
侯
馬
市
に
春
秋
晋
国
盟
書
が

出
土
し
た
後
、
陳
夢
家
は
早
く
も
「
東
周
盟
誓
与
出
土
載
書
」
の
論
文（
７
）を
発
表
し
、
そ
こ
で
「
載
書
（
盟
書
）」
に
論
究
し
た
。
吉
本
道

雅
は
侯
馬
盟
書
の
一
部
が
公
表
さ
れ
た
後
、
一
九
八
五
年
に
「
春
秋
載
書
考（
８
）」

を
発
表
し
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
に
は
米
国
の
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ェ
ル
ド

が
そ
の
博
士
論
文
の
第
五
章
で
、
侯
馬
盟
書
・
温
県
盟
書
の
研
究
を
中
心
と
し
て
、

盟
書
の
書
式
を
分
析
し
た
（
９
）。

中
国
に
お
け
る
盟
誓
が
、
早
く
新
石
器
時
代
に
発
生
し
、
春
秋
時
代
の
全
盛
期
を
経
て
、
し
だ
い
に
衰
退
期
に
向
か
い
、
ゆ
る
や
か
で

長
い
歴
史
を
経
過
し
て
い
る
。
今
日
の
学
界
は
、
盟
誓
の
研
究
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
に
春
秋
時
期
の
み
に
限
っ
て
い
る
。
筆
者
の
こ
れ
ま
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で
の
春
秋
盟
誓
研
究
の
延
長
と
し
て
、
中
国
古
代
の
盟
誓
を
よ
り
系
統
的
に
研
究
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
盟
誓
に
関
す
る
伝
世
文
献
と
出

土
資
料
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
段
階
の
盟
書
遺
物
に
つ
い
て
、
全
面
的
に
整
理
と
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

一
、
春
秋
以
前
の
宣
誓
お
よ
び
誓
い
文
の
記
録
に
つ
い
て

盟
書
と
は
、
盟
誓
を
行
う
際
、
誓
い
言
葉
を
記
録
媒
体
に
書
き
留
め
る
文
書
で
あ
る
。
成
書
が
戦
国
中
期
と
さ
れ
る
『
左
伝
』
で
は
特

殊
な
呼
称
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
載
書
」
だ
っ
た
り
、
簡
略
化
し
て
「
載
」・「
書
」
と
さ
れ
た
り
す
る
。
そ
し
て
『
左
伝
』
の
流
伝

に
よ
っ
て
、「
載
書
」
の
名
称
は
後
世
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
実
際
、「
載
」
の
字
は
殷
代
に
は
先
祖
を
祭
祀
す
る
宗
教
的
な
儀
式
を
表
し

て
（
10
）

い
た
。
そ
し
て
「
載
書
」
の
「
書
」
は
、
文
書
の
総
称
で
あ
る
に
相
違
（
11
）

な
い
。
そ
し
て
「
盟
書
」
の
呼
称
は
、
盟
誓
の
書
類
と
し
て

の
性
格
を
示
し
て
い
る
。
戦
国
中
・
後
期
に
成
書
さ
れ
た
『
周
礼
』
大
（
12
）

司
寇
に
は
「
盟
書
」
の
用
語
が
す
で
に
出
現
し
た
。

古
代
中
国
は
早
く
か
ら
文
字
の
使
い
を
は
じ
め
た
。
今
か
ら
三
千
年
余
り
前
の
殷
人
は
、甲
骨
文
と
い
う
文
字
を
す
で
に
使
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
日
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
十
六
万
片
余
り
の
甲
骨
に
は
、
盟
誓
と
盟
誓
に
関
連
す
る
文
字
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

甲
骨
文
字
に
「
盟
」
の
字
は
、
犠
牲
の
血
を
用
い
て
（
牛
・
羊
・
豚
な
ど
の
動
物
犠
牲
及
び
戦
争
捕
虜
・
女
子
な
ど
の
人
身
犠
牲
を
含
む
）

先
祖
を
祭
祀
す
る
儀
式
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
祭
祀
方
法
は
殷
代
の
み
な
ら
ず
、
春
秋
時
代
の

国
・
斉
国
で
も
盛

行
し
て
お
り
、
殷
王
室
の
血
祭
儀
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
春
秋
中
後
期
と
さ
れ
る

公
釗
鍾
の
（
13
）

銘
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

陸

之
孫

公
釗
、
作
乃
龢
鐘
。
用
敬

盟
祀
、
祈
年
眉
寿
、
用
我
嘉
賓
、
及
我
正
卿
、
揚
召

君
以
萬
年
。
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そ
の
外
、

公
華
鍾
に
も
「
盟
祀
」
の
語
が
あ
る
。

余
翼
龔
威
忌
、

穆
不
墜
于

身
、
鋳
其
龢
鐘
、
以

其
祭
祀
盟
祀
、
以
樂
大
夫
、
以
宴
士
庶
子
、
慎
為
之
聴
。

斉
侯
鎛
鍾
の
銘
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

余
命
女

差
卿
、為
大
事
、駿
命
於
外
内
之
事
、中
敷

刑
、女
以
敷
戒
公
家
、應

余
于

、女
以

余
朕
身
、錫
女
車
馬
・
戎
兵
・

釐
僕
三
百
有
五
十
家
、
女
以
戒
戎
作
。

「
盟
」
祀
は
殷
王
室
や
春
秋
時
代
の
諸
侯
が
、
犠
牲
の
血
で
先
祖
を
祭
祀
の
儀
式
で
あ
る
。
こ
の
盟
祀
祭
儀
に
お
い
て
は
、
先
祖
に
対

し
て
感
謝
と
称
揚
を
表
明
す
る
が
、
自
己
の
行
為
を
わ
ず
か
で
も
制
限
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
い
つ
か
ら
「
盟
」
は
、
血
祭
儀

式
に
「
約
束
」
の
遵
守
を
誓
い
意
味
が
付
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
、
ま
だ
明
確
に
判
断
を
下
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
殷
周
社
会
に
は
盟
誓
行
為
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
文
字
の
存
在
す
る
殷
周
時

代
に
は
、
人
々
は
神
に
向
か
っ
て
自
分
の
行
為
を
制
限
す
る
こ
と
を
ち
か
う
に
あ
た
っ
て
、「
誓
」
の
文
字
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

古
代
に
お
い
て
自
己
の
決
意
を
表
明
す
る
「
ち
か
う
」
と
い
う
意
味
を
表
す
文
字
は
、
武
器
で
あ
る
「
矢
」
と
関
係
が
あ
る
。
矢
は
、

狩
猟
が
盛
行
し
た
古
代
社
会
で
は
重
要
な
生
産
道
具
で
あ
り
、
戦
闘
の
武
器
で
も
あ
っ
た
。
人
が
こ
の
よ
う
な
肝
心
な
工
具
・
武
器
を
折

る
行
為
は
、
決
し
て
取
り
消
さ
な
い
と
い
う
強
烈
な
意
志
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
鎌
田
重
雄
は
、「
矢
」
と
「
誓
」
が
関
連
性
を
有
す
る
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と
し
て
、「
誓
字
は
折
と
言
と
に
従
い
、
折
は
『
礼
記
』
の
祭
法
に
、
万
物
の
死
す
る
を
折
と
曰
ふ
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
誓

は
約
言
を
守
ら
ざ
る
も
の
に
は
死
を
与
え
る
意
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
と
述
べ
た
の
で
（
14
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
解
釈
は
今
の
と
こ
ろ
、
な
お
十
分
な
史
料
を
加
え
て
さ
ら
に
論
証
の
必
要
が
あ
る
も
の
の
、『
周
礼
』
大
司
寇
に
は
、
訴

訟
の
と
き
、
証
言
を
聞
く
行
為
に
先
立
っ
て
、
証
人
が
宣
誓
の
儀
式
を
行
う
必
要
の
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
15
）

あ
る
。
こ
の
儀

式
の
や
り
方
は
「
入
束
矢
於
朝
」
と
い
っ
て
、
一
本
の
弓
矢
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
し
て
も

し
弓
矢
を
折
れ
ば
、
当
事
者
の
心
中
は
強
烈
で
あ
り
、
甚
だ
し
き
は
死
に
赴
く
決
心
を
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
の
で
あ
っ
て
。
こ
こ
に

は
「
自
己
呪
詛
」
と
い
う
、
盟
誓
に
お
い
て
鍵
と
な
る
要
素
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

生

（
別
名
格
伯

）
は

生
と
格
伯
の

間
で
「
三
十
田
」
を
良
馬
と
交
換
す
る
協
議
を
記
録
し
た
も
の
だ
が
、
こ
の
協
議
は
「
析
」
の
儀
式
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
こ
の
「
析
」

字
は
「
折
」
の
通
仮
す
る
の
で
、
恐
ら
く
「
誓
」
の
意
味
を
含
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

伝
世
お
よ
び
新
出
土
の
考
古
遺
物
の
調
査
に
よ
り
、
西
周
後
期
の
青
銅
器
銘
文
に
、
数
件
の
誓
い
行
為
と
誓
文
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ら
の
銘
文
は
、
も
っ
と
も
早
期
の
誓
文
と
認
め
ら
れ
る
。
筆
者
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
青
銅
器
銘
文
に
含
ま
れ
る
誓
文
は
、
以
下

の
数
例
で
あ
る
。

（
一
）

人
盤
（
も
と
散
氏
盤
と
呼
ぶ
）

こ
の
器
は
、
乾
隆
初
年
に
陝
西
省
鳳
翔
県
よ
り
出
土
し
た
。
作
器
年
代
は
厲
王
・
穆
王
・
孝
王
・
夷
王
の
諸
説
が
（
16
）

あ
る
。
現
在
、
こ

の
器
は
台
北
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
口
径
五
四
・
六
㎝
、
底
面
の
直
径
四
一
・
四
㎝
、
重
さ
二
・
一
三
㎏
で
、
高
圏
足
が
あ
る
。

（

人
盤
と
銘
文
の
拓
本
、
図
一
参
照
）
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銘
文
に
は
、

王
が
土
地
を
散
に
割
譲
し
、
か
つ
も
し
違
約
す
れ
ば
「
爰
千

罰
千
」
を
受
け
る
こ
と
を
こ
い
ね
が
う
と
い
う
誓
い
を
立
て
る
。
三
五
七
字
の

銘
文
は
、
三
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
の
部
分
は
、「
用

散
邑
、
乃
即
散
用
田
」
十
字
で
あ
り
、

・
散
の
土
地
が
分
割
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
示
し
て
か
ら
、
散
氏
に
分
与
さ
れ
た
土
地

の
境
界
範
囲
を
詳
細
に
明
示
す
る
。
第
二
の
部
分
は
、「

人
有
司
」
よ
り
は

じ
ま
り
、
宣
誓
に
参
加
し
た
人
物
と
宣
誓
の
内
容
を
記
載
す
る
。
こ
の
部
分
に

は
、
極
め
て
珍
し
い
最
早
期
の
誓
約
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
誓
約

文
を
抄
録
し
て
お
く
。

（
唯
王
九
月
、
辰
才
乙
卯
。

卑

・
且
・

・
旅
誓
曰
、）

我
既
付
散
氏
田
器
、
有
爽
実
、
余
有
散
氏
心
賊
、
則
爰
千

千
、
伝
棄
之
。

（

・
且
・

則
誓
。
乃
卑
西

襄
・
武
父
誓
曰
、）

我
既
付
散
氏
湿
田
・

田
。
余
又
爽
変
、
爰
千

千
。

銘
文
の
第
三
部
分
は
、
散
が
豆
の
新
宮
東
廷
に
お
り
、

王
が
描
い
た
土
地

の
境
界
の
地
図
を
受
け
取
り
、
散
の
補
佐
で
あ
る
史
正
が
契
約
文
書
と
地
図
を

図一　 人盤と銘文拓本
人盤は松丸道雄等『法書ガイド』一により、拓本は同氏等『法書選』一による
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保
存
し
た
こ
と
を
記
す
。

闕
受
図

王
於
豆
新
宮
東
廷
、
闕
左

史
正
仲
農
。

こ
れ
は
、

と
散
の
間
で
田
土
と
器
の
交
換
に
つ
い
て
記
録
し
た
公
文
書
で
あ
る
。
事
の
顛
末
を
記
し
た
後
、
さ
ら
に
今
回
宣
誓
儀
式

の
人
員
と
主
な
誓
言
の
内
容
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）

一
九
七
五
年
二
月
、陝
西
省
岐
山
県
董
家
村
よ
り
出
土
し
た
大
き
な
窖
蔵
青
銅
器
の
一
つ
で
あ
る
。
広
い
流
と
真
っ
直
ぐ
な
口
を
も
ち
、

虎
頭
平
蓋
、
曲
が
っ
た
舌
に
獣
首
の

を
も
ち
、
四
足
は
羊
蹄
形
で
あ
る
。
通
高
二
〇
・
五
㎝
、
腹
の
幅
一
七
・
五
㎝
、
流
・

の
距
離
は

三
一
・
五
㎝
、
重
量
三
・
八
五
㎏
で
あ
る
。
腹
底
と
蓋
に
は
銘
文
が
連
続
し
て
鋳
込
ま
れ
て
お
り
、
全
部
で
一
七
五
字
で
あ
る
（

と
そ

の
銘
文
拓
本
、
図
二
参
照
）。

作
器
年
代
は
懿
王
説
と
宣
王
説
が
（
17
）

あ
る
。
現
在
は
岐
山
県
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
こ
の
器
は
、
白
揚
父
が
牧
牛
の
上
司
の

を
訴

え
、
し
か
も
先
の
誓
い
に
背
い
た
行
為
に
対
し
て
、
鞭
打
ち
五
百
回
、
罰
金
三
百
の
判
決
を
出
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
同
時
に
ま

た
、
も
し
牧
牛
が
再
び
上
司
に
面
倒
を
か
け
れ
ば
、
鞭
打
ち
千
回
に
加
え
て
入
れ
墨
の
刑
罰
を
加
え
る
と
の
誓
約
を
立
て
て
い
る
。
最
後

に
誓
約
を
立
て
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
誓
約
文
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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自
今
余
敢
擾
乃
小
大
事
、乃
師
或
以
女
告
、則
到
、乃
千

。

（
三
）

攸
從
鼎

本
器
の
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
り
、
最
も
古
く
は
、
阮
元
『
積

古
齋
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
端
方
ら
の
所

蔵
で
あ
っ
た
。
端
方
の
死
後
は
日
本
に
渡
り
、
現
在
は
神
戸
の
黒

川
古
文
化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
日
本
側
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
鼎
の
通
高
四
六
・
三
㎝
、
器
腹
は
ほ
ぼ
半
碗
形
で
あ
り
、
足

が
馬
蹄
形
に
近
い
立
耳
大
鼎
で
あ
る
（

攸
從
鼎
と
そ
の
銘
文
、

図
三
参
照
）。

銘
文
は
一
〇
二
字
で
あ
り
、

攸
と
攸
衛
牧
が
田
邑
の
た
め
に

争
い
に
な
り
、

旅
の
裁
判
の
後
、
攸
衛
牧
が
判
決
に
違
背
し
な

い
と
の
誓
約
を
立
て
た
事
件
を
記
録
し
て
（
18
）

い
る
。こ
の
銘
文
に
も
、

攸
衛
牧
の
誓
約
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

我
弗
具
付

攸
其
租
、
射
分
田
邑
、
則

。
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以
上
、
誓
約
文
を
記
し
た
三
件
の
青
銅
器
銘
文
を
列
挙

し
た
。
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
銘
文
は
、
誓
い
を
挙
げ
た
史

実
を
記
録
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
誓
約
文
は
な
い
。
例

え
ば

と
同
時
に
出
土
し
た
五
祀
衛
鼎
と

生

銘
文

の
よ
う
に
、
双
方
の
契
約
を
立
て
て
、
ま
た
は
判
決
し
た

後
、
当
事
者
が
裁
判
を
従
う
こ
と
を
宣
誓
す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
殷
周
時
代
の
青
銅
器
の
主
な
用
途
は

祭
祀
に
あ
る
。
青
銅
器
の
製
造
や
、
銘
文
を
鋳
込
む
こ
と

は
、
全
て
周
王
の
意
志
を
反
映
し
て
い
た
。
し
か
し
、
西

周
中
後
期
以
降
、
銘
文
の
内
容
は
周
王
側
の
賞
賜
・
策
命

か
ら
多
様
化
し
、
盟
誓
を
記
し
、
誓
辞
を
内
容
と
す
る
銘

文
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。
青
銅
器
銘
文
の
内
容
に
現
れ

る
新
た
な
変
化
は
、
当
時
の
社
会
の
変
化
、
特
に
経
済
面

の
発
展
と
無
関
係
で
は
な
い
。
殷
王
朝
を
滅
ぼ
し
た
「
殷

周
革
命
」
は
、
た
だ
諸
侯
と
周
囲
の
方
国
に
対
す
る
支
配

者
を
取
り
換
え
た
だ
け
で
あ
り
、
周
の
時
代
に
「
国
際
」
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政
治
構
造
・
社
会
基
盤
な
ど
数
多
の
面
で
は
ほ
ぼ
殷
代
の
社
会
を
継
承
し
た
の
で
（
19
）

あ
る
。
社
会
構
造
の
変
動
が
発
生
す
る
兆
候
は
、
周

の
昭
王
の
時
に
現
れ
た
。
こ
の
と
き
、
周
王
朝
の
域
内
経
済
活
動
が
勃
興
し
は
じ
め
て
お
り
、
周
の
昭
王
の
南
征
は
、
南
方
の
銅
を
求
め

て
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
穆
王
の
西
征
も
ま
た
玉
の
貿
易
の
た
め
で
あ
（
20
）

っ
た
。
し
た
が
っ
て
西
周
中
期
に
入
る
と
、
経
済
的

利
益
を
重
視
す
る
こ
と
が
、
当
時
の
わ
ず
か
ば
か
り
の
貴
族
や
地
域
内
の
実
力
者
と
の
共
同
意
識
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
経

済
的
意
識
・
利
益
優
先
意
識
の
現
れ
る
こ
と
は
、
勃
興
し
つ
つ
あ
る
経
済
活
動
に
お
け
る
人
の
自
由
行
為
に
対
し
て
制
限
を
加
え
る
よ
う

な
切
迫
し
た
要
求
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
求
め
は
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
特
別
な
意
義
を
備
え
て
い
た
青
銅
器
を
通
し
て

反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
春
秋
時
代
の
盟
書
と
そ
の
遺
物―

―

侯
馬
・
温
県
盟
書

春
秋
以
前
の
盟
誓
に
関
し
て
は
、
す
で
に
文
字
に
よ
る
記
録
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
調
査
結
果
に
あ
る
よ
う
に
、
盟
誓
の

文
は
、
ま
だ
独
立
し
た
形
式
が
出
現
し
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
誓
約
文
は
た
だ
事
件
の
記
述
の
一
部
分
の
抜
粋
で
し

か
な
い
。
だ
が
春
秋
時
代
に
入
る
と
、盟
誓
の
が
宣
誓
す
る
盟
約
文
は
、完
全
な
「
盟
書
（
ま
た
は
載
書
）」
に
制
作
さ
れ
は
じ
め
る
。『
左

伝
』
に
は
「
載
書
」
の
断
片
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
僖
公
二
十
八
年
に
衛
の
大
夫
の
甯
武
子
が
国
内
の
貴
族
・
国
人
と
宛
濮

で
盟
誓
を
行
っ
た
が
、
そ
の
盟
辞
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
禍
衞
国
、
君
臣
不
協
、
以
及
此
憂
也
。
今
天
誘
其
衷
、
使
皆
降
心
以
相
従
也
。
不
有
居
者
、
誰
守
社
稷
。
不
有
行
者
、
誰
扞
牧
圉
。
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不
協
之
故
、
用
昭
乞
盟
于
爾
大
神
以
誘
天
衷
。
自
今
日
以
往
、
既
盟
之
後
、
行
者
無
保
其
力
、
居
者
無
懼
其
罪
。
有
渝
此
盟
、
以
相

及
也
。
明
神
先
君
、
是
糾
是

。

成
公
十
二
年
、
宋
人
の
華
元
に
よ
る
第
一
回
の
弭
兵
の
会
に
お
け
る
「
西
門
の
盟
」
で
は
、
盟
誓
文
に
次
の
通
り
で
あ
る
。

凡
晋
・
楚
無
相
加
戎
、
好
悪
同
之
、
同
恤

危
、
備
救
凶
患
。
若
有
害
楚
、
則
晋
伐
之
。
在
晋
、
楚
亦
如
之
。
交
贄
往
来
、
道
路
無

壅
。
謀
其
不
協
、
而
討
不
庭
。
有
渝
此
盟
、
明
神

之
、
俾
隊
其
師
、
無
克
胙
国
。

襄
公
十
一
年
、
諸
侯
の
亳
の
盟
で
は
、
そ
の
載
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

凡
我
同
盟
、
毋
蘊
年
、
毋
壅
利
、
毋
保
姦
、
毋
留
慝
、
救
災
患
、
恤
禍
亂
、
同
好
悪
、
奨
王
室
。
或
間
茲
命
、
司
愼
・
司
盟
、
名
山
・

名
川
、
群
神
・
群
祀
、
先
王
・
先
公
、
七
姓
十
二
国
之
祖
、
明
神

之
、
俾
失
其
民
、
隊
命
亡
氏
、

其
国
家
。

し
か
し
、上
掲
の
こ
れ
ら
の
盟
書
が
、ほ
ん
と
う
に
当
時
の
盟
書
の
原
文
で
あ
る
か
こ
と
に
つ
い
て
は
、疑
い
の
余
地
が
あ
る
。『
左
伝
』

は
春
秋
時
代
を
記
録
し
た
書
物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
成
書
過
程
の
多
層
性
よ
り
み
れ
ば
、
多
く
の
部
分
が
戦
国
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
載

書
に
現
れ
た
「
国
」・「
国
家
」・「
社
稷
」
と
い
っ
た
用
語
は
、戦
国
時
代
以
後
に
流
行
・
使
用
さ
れ
た
も
の
で
（
21
）

あ
り
、「
毋
蘊
年
」・「
毋
壅
利
」・

「
毋
保
奸
」・「
毋
留
慝
」
な
ど
の
よ
う
に
、
道
徳
的
色
彩
の
濃
厚
な
内
容
は
、
戦
国
時
代
の
人
の
手
に
よ
る
加
工
を
経
た
も
の
で
あ
る
可
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能
性
が
大
（
22
）

き
い
。
し
か
し
、
春
秋
時
代
に
お
け
る
載
書
の
存
在
と
そ
れ
が
世
に
流
行
っ
て
い
る
事
実
は
疑
う
こ
と
で
は
な
い
。
山
西
省
・

河
南
省
出
土
さ
れ
る
侯
馬
盟
書
と
温
県
盟
書
の
発
見
は
、『
左
伝
』
の
記
事
の
信
頼
性
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
春
秋
時
代
の
盟
書
遺
物
が
二
種
類
発
見
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
一
一
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
、
山
西
省
侯
馬
市
の

東
郊
、

河
北
岸
の
台
地
で
、
大
量
の
玉
・
石
製
盟
書
の
祭
祀
坑
が
発
見
さ
れ
、
五
千
点
の
盟
書
が
発
掘
さ
れ
た
（
断
片
と
無
文
字
の

も
の
を
含
む
）。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
に
ま
た
河
南
省
温
県
武
徳
鎮
で
盟
誓
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
、
河
南
省
文
物
局
の
研
究
メ
ン
バ
ー
が

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
、
こ
の
遺
跡
で
発
掘
を
進
め
た
。
発
掘
し
た
一
二
四
個
所
の
竪
穴
中
、
一
六
個
所
か
ら
約
一
万
点
の

盟
書
が
出
土
し
た
。
多
く
の
学
者
の
長
年
の
精
根
を
尽
く
し
た
研
究
に
基
づ
け
ば
、
こ
の
二
つ
の
盟
書
は
、
い
ず
れ
も
春
秋
末
期
の
晋
国

国
内
で
発
生
し
た
内
乱
と
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
（
23
）

れ
る
。
す
な
わ
ち
紀
元
前
四
九
七
年
、
晋
陽
系
統
の
趙
鞅
と
邯
鄲
系
統
の
趙
稷
・
趙
午

に
よ
る
、「
衛
貢
五
百
家
」
の
領
地
を
め
ぐ
る
紛
争
か
ら
発
生
し
た
争
い
が
、
大
夫
間
の
内
部
闘
争
に
発
展
し
、
最
後
に
は
晋
公
も
巻
き

込
ん
で
全
国
を
席
巻
す
る
内
乱
へ
と
発
展
し
た
。
盟
文
の
内
容
よ
り
み
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
地
は
、
晋
国
の
実
力
派
の
大
夫
で
あ
り
、
後

に
諸
侯
と
な
る
「
趙
孟
」
と
「
韓
氏
宗
主
」
が
主
導
し
た
盟
誓
儀
式
の
場
所
で
あ
る
。

こ
の
晋
国
の
盟
文
は
、
い
ず
れ
も
毛
筆
で
玉
・
石
片
上
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
侯
馬
盟
書
と
温
県
盟
書
は
、
材
料
・
形
状
・
墨

の
色
な
ど
が
幾
分
異
な
っ
て
い
る
。

侯
馬
盟
書
の
発
掘
報
告
に
よ
（
24
）

る
と
、
石
の
材
質
は
泥
質
の
板
岩
で
、
形
は
一
般
に
圭
形
を
主
と
し
て
お
り
、
最
大
の
も
の
は
長
さ
三
二

㎝
、
幅
三
・
八
㎝
、
厚
さ
〇
・
九
㎝
で
あ
る
。
小
型
の
も
の
は
、
長
さ
一
八
㎝
、
幅
二
㎝
、
厚
さ
〇
・
二
㎝
で
あ
る
。
玉
質
の
盟
書
は
透
閃
岩
・

岩
と
い
い
（
25
）

う
玉
で
作
ら
れ
て
お
り
、
形
状
は
圭
形
と
璜
形
の
二
種
類
が
あ
っ
て
、
圭
形
の
寸
法
は
小
型
の
石
質
圭
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
他
の
大
部
分
は
玉
器
制
作
で
余
っ
た
材
料
ら
し
く
、
不
規
則
な
塊
・
断
片
状
を
呈
し
て
い
る
。
侯
馬
盟
書
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
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が
あ
り
、
そ
れ
は
呪
詛
類
の
文
字
を
除
け
ば
、
み
な
朱
色
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
発
掘
者
の
報
告
と
出
土
盟
書
の
内

容
を
検
討
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
膨
大
な
五
千
件
余
り
の
盟
書

は
、そ
の
内
容
が
六
類
一
二
種
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
六
類
は
、

宗
盟
類
一
「
晋
国
先
君
に
対
す
る
祈
祷
文
」・
宗
盟
類
二
か
ら

宗
盟
類
六
「
趙
孟
へ
の
忠
誠
盟
誓
文
」・「
委
質
盟
誓
文
」・「
納

室
盟
誓
文
」・「
呪
詛
文
」
と
「
卜
筮
文
」
で
（
26
）

あ
る
。

以
下
は
宗
盟
類
一
に
属
す
る「
晋
国
先
君
に
対
す
る
祈
祷
文
」

で
あ
る
。

（
一
）「
晋
国
先
君
に
対
す
る
祈
祷
文
」

『
侯
馬
盟
書
』
出
土
番
号
一
六
：
三
（
盟
書
と
そ
の
盟
文
模

写
本
、
図
四
（
27
）

参
照
）

十
又
一
月
甲
寅
、朏
、乙
丑
、敢
用
一
元
□
□
、丕
顯
皇
君
晋
公
、

□
余
不
敢
惕
□
□
□
□
審
定
宮
平

之
命
、
女
嘉
之
□
夫
夫
、
□
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□
夫
夫
、
□
□
□
□
□
□
□
之
□
□
□
□
□
□
□
茲
、
以
自
□
□
□
□
□
□
不
帥
従
韋
書
之
言
、
皇
君

之
、

非
□
。

宗
盟
類
一
の
「
晋
国
先
君
に
対
す
る
祈
祷
文
」
は
、
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
。
盟
書
は
玉
片
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
文
書
の
様
式
は
非
常

に
特
殊
な
も
の
だ
か
ら
、
郭
沫
若
は
「
総
序
」
式
の
盟
書
と
し
た
の
で
（
28
）

あ
る
。
そ
し
て
黄
盛
璋
は
文
脈
の
特
徴
か
ら
、
こ
の
文
の
性
格
は
神
に

対
す
る
祈
祷
文
と
宣
誓
文
の
中
間
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
晋
国
の
先
君
に
致
す
祈
祷
誓
約
文
で
あ
ろ
う
と
推
測
（
29
）

し
た
。

（
二
）
宗
盟
類
二
か
ら
宗
盟
類

六
「
趙
孟
に
対
す
る
忠

誠
盟
誓
文
」

こ
れ
ら
の
盟
書
は
三
七
の
坑
よ

り
出
土
し
、
判
読
で
き
る
の
は
計

五
一
四
篇
が
あ
る
。
盟
辞
に
入
れ

ら
れ
た
打
倒
す
る
対
象
の
多
寡
に

よ
り
、
宗
盟
類
二
を
五
つ
に
分
類

す
る
。
打
倒
対
象
が
趙
稷
一
氏
一
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家
で
あ
る
も
の
を
宗
盟
類
二
と
し
、
打
倒
対
象
が
二
氏
二
家
で
あ
る
も
の
を
宗
盟
類
三
と
し
、
打
倒
対
象
が
四
氏
五
家
で
あ
る
も
の
を
宗

盟
類
四
と
し
、
打
倒
対
象
が
五
氏
七
家
で
あ
る
も
の
を
宗
盟
類
五
と
す
る
。
少
数
の
も
の
は
残
欠
に
よ
り
、
打
倒
対
象
の
氏
・
家
が
不
明

で
あ
り
、
宗
盟
類
六
に
入
れ
る
。

以
下
に
宗
盟
類
二
の
盟
書
を
例
（
出
土
番
号
一
：
二
二
）
と
し
て
掲
げ
る
（
盟
書
と
そ
の
盟
文
模
写
本
、
図
五
参
照
）。

（
参
盟
人
の
名
）
敢
不
侑

其
腹
心
而
以
事
其
主
、
而
而
敢
不
盡
従
子
趙
孟
〔
嘉
〕
之
盟
者
、
定
宮
及
平

之
命
者
、
而
敢
或

□
改
（
、）
□
及
□
（
、）
卑
不
守
二
宮
者
、
而
敢
（
或
）
又
志
復
入
趙
稷
及
其
子
孫
于
晋
邦
之
墜
者
（
、）、
及
其
群

盟
者
、

君

其
盟

之
、

非
是
。

（
三
）「
委
質
類
盟
誓
文
」

「
委
質
類
盟
書
」
と
は
、
宣
誓
者
が
今
後
、
自
分
自
身
を
抵
当
に
と
り
、
旧
主
と
の
往
来
に
与
ら
な
い
こ
と
を
誓
う
盟
書
で
あ
る
。
侯

馬
盟
書
に
お
け
る
「
委
質
類
盟
書
」
は
、
し
ば
し
ば
宗
盟
類
盟
書
と
同
坑
よ
り
出
土
し
、
識
別
可
能
な
の
は
約
七
〇
件
で
あ
る
。
以
下
は

番
号
一
五
六
：
二
〇
の
「
委
質
類
盟
書
」
で
あ
る
。

章
（
参
盟
人
の
名
）
自
質
于
君
所
、
而
敢
兪
出
入
于
趙
稷
之
所
及
其
子
孫
、
兟

及
其
子
乙
及
其
子
孫
、
及
其
白
父
・
叔
父
、

及
其
兄
弟
及
其
子
孫
、
兟
直
及
其
子
孫
、
兟
鑿
及
其
子
孫
、
兟

及
其
子
孫
、
兟
□
及
其
子
孫
、
兟
□
及
其
子
孫
、
中
都
兟

及
其
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子
孫
、兟
木
及
其
子
孫
、
及
其
子
孫
（
及
）
其
新
君
弟
及
其
子
孫
、
及
其
新
君
弟
及
其
子
孫
、趙
朱
及
其
子
孫
、趙
喬
及
其
子
孫
、

及
其
子
孫
、
邯
鄲
郵
政
及
其
子
孫
、

舎
及
其
子
孫
、

伐
及
其
子
孫
、

及
其
子
孫
、
史
醜
及
其
子
孫
、
郵
癰
及
其
子
孫
、

邵
城
及
其
子
孫
、
司
寇
觱
之
子
孫
、
司
寇
結
及
其
子
孫
。
及
群

盟
者
、

章
敢
不
没
嘉
之
身
及
其
子
孫
、
而
敢
或
復
入
之
于
晋

邦
之
墜
者
、
及
群

盟
者
、
所
遇
之
行
道
而
不
之
殺
者
、
則

君
其
盟

之
、

非
是
。

伐
及
其
子
孫
、
既
質
之
後
、
而
所

敢
或
不
而
巫
覡
祝
史

繹
之
于
皇
君
之
所
者
、
則
其
永

之
、

非
是
。

章
所
遇
之
行
道
者
而
不
之
殺
者
、
所
不
之
殺
者
、

吾
盟
者

君
其
盟

之
、

非
是
。

（
四
）「
納
室
類
」

侯
馬
盟
書
の
発
掘
報
告
書
に
よ
る
と
、
六
七
号
坑
よ
り
出
土
し
た
「
内
室
」
と
い
う
文
字
の
あ
る
盟
書
で
あ
る
。
古
代
の
「
内
」
と

「
納
」
は
通
仮
し
、「
内
室
」
は
「
納
室
」
に
も
作
る
。
そ
し
て
「
室
」
の
辞
は
、
古
代
で
は
場
所
・
建
築
物
の
意
味
を
表
し
、
同
時
に
し

ば
し
ば
派
生
義
で
財
産
・
田
地
・
奴
隷
な
ど
の
意
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。「
内
室
」
類
の
盟
誓
は
、宣
誓
者
が
永
遠
に
他
人
の
財
産
・
田
地
・

奴
隷
を
奪
わ
な
い
と
誓
い
を
立
て
る
盟
誓
で
あ
る
。
盟
書
番
号
六
七
：
一
を
例
示
す
る
。

樂
（
参
盟
人
の
名
）
自
今
以
往
、
敢
不

従
此
盟
質
之
言
、
而
尚
敢
或
内
室
者
、
而
或
婚
宗
人
兄
弟
或
内
室
者
、
而
弗
執
弗
献
、
丕

顯
晋
公
大
冢
、
盟

之
、

非
是
。
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以
上
、
代
表
的
な
侯
馬
盟
書
を
検
討
し
た
。

温
県
盟
書
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
三
五
年
、
お
よ
び
一
九
四
二
年
に
零
散
の
盟
書
の
石
圭
片
が
出
土
し
て
世
間
に
流
れ
、

当
時
は
「
沁
陽
盟
書
」
と
呼
ば
れ
た
。
前
世
紀
八
〇
年
代
、
考
古
発
掘
を
経
た
温
県
盟
書
は
、
同
じ
盟
誓
遺
跡
か
ら
の
出
土
物
だ
と
実
証

さ
れ
た
。
現
在
、
一
一
片
の
「
沁
陽
盟
書
」
が
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
六
の
土
坑
中
よ
り
発
掘
さ
れ
た

一
万
件
の
盟
書
は
、
全
て
石
片
に
書
か
れ
て
お
り
、
玉
質
の
盟
書
は
な
い
。
石
質
は
結
晶
質
粘
板
岩
か
ら
な
り
、
盟
書
の
形
状
は
こ
れ
も

圭
形
が
主
で
あ
る
が
、
少
数
の
石
簡
・
石
璋
が
あ
る
。
盟
書
は
黒
色
の
墨
を
用
い
た
毛
筆
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

（
五
）
温
県
盟
書

以
下
は
一
号
坎
に
出
土
番
号
は
一
：
二
一
八
二
の
も
の
で
あ
る
（
盟
書
と
そ
の
盟
文
模
写
本
、
図
六
左
（
30
）

参
照
。

十
五
年
十
二
月
乙
未
朔
、
辛
酉
、
自
今
台
（
以
）
往
、
鄱
朔
敢
不

焉
中
心
事
其

、
而
與
賊
為
徒
者
、
丕
顯
晋
公
大
冢
、

女
、

非
是
。

（
六
）
温
県
盟
書

出
土
番
号
一
：
一
八
四
五
の
盟
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
盟
書
と
そ
の
盟
文
模
写
本
、
図
六
右
参
照
）。
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圭
命
、
自
今
以
往
、
□
（
参
盟
人
）
敢
不

焉
中
心
事
其

、
而
敢
與
賊
為
徒
者
、
丕
顯
晋
公
大
冢
、

女
、

非
是
。

以
上
、
侯
馬
・
温
県
盟
書
か
ら
釈
読
可
能
な
盟
書
を
と
り
あ
げ
た
。
二
つ
の
盟
書
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
た
盟
書
に
つ
い
て
、
今
示
し
た

も
の
は
ほ
ん
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
侯
馬
盟
書
遺
跡
で
三
二
六
の
竪
穴
坑
か
ら
発
掘
さ
れ
た
五
千
件
余
り
の
盟
書
中
、
整
理

さ
れ
て
比
較
的
完
全
な
も
の
は
わ
ず
か
六
五
六
件
で
あ
る
。
温
県
盟
誓
遺
跡
は
、
発
掘
し
た
十
六
の
土
坑
か
ら
一
万
件
の
盟
書
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
の
盟
書
は
墨
書
で
、
灰
色
の
石
片
に
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
の
書
写
材
料
と
墨
色
の
対
比
が
少
な
く
、
し
か
も
年
代
が
古
い
た

め
に
、
石
片
に
カ
ル
シ
ウ
ム
化
し
た
土
が
粘
着
し
て
い
る
せ
い
で
、
解
読
の
作
業
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
よ
り
新
し
い

技
術
に
よ
り
解
読
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
発
掘
機
関
の
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
と
米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
共
同
作
業
で
、
盟
書
の

撮
影
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
、
画
像
を
調
整
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
、
膨
大
な
盟
書
の
資
料
を
整
理
し
て
（
31
）

い
る
。
こ
の
春
秋
後
期
の

盟
書
が
早
く
全
て
世
に
出
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

春
秋
戦
国
時
代
の
盟
書
遺
物
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
侯
馬
・
温
県
の
玉
・
石
製
盟
書
を
除
け
ば
、
今
に
至
る
ま
で
、
他
の
書
写
材
料

の
文
字
記
録
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
は
、
膨
大
な
青
銅
器
銘
文
資
料
か
ら
も
盟
誓
文
あ
る
い
は
盟
誓
文
の
よ
う
な
も
の
は
出

現
し
て
い
な
い
。
例
え
ば

公
釗
鍾
・

公
華
鍾
・
斉
侯
鎛
鍾
・
陳

に
は
「
盟
」
字
が
あ
る
が
、
全
て
血
祭
の
意
味
で
あ
る
。
上
文

で
述
べ
た
よ
う
に
、
盟
は
、
王
ま
た
は
公
侯
た
ち
が
、
廟
堂
で
犠
牲
の
血
を
用
い
て
先
祖
を
祭
る
儀
式
で
あ
る
。
だ
が
、
い
く
つ
か
の
銅

器
の
銘
文
と
石
刻
碑
文
に
も
盟
誓
の
記
録
は
あ
る
。
例
え
ば
、
淅
川
下
寺
春
秋
楚
墓
よ
り
出
土
し
た
「

鎛
」
は
呂
王
（
姜
姓
の
呂
国
、

今
の
河
南
南
陽
の
西
に
位
置
す
る
）
の
孫
の

が
制
作
し
た
礼
楽
器
は
、
そ
の
銘
文
で
呂
王
が
か
つ
て
楚
の
成
王
と
盟
約
を
締
結
し
、
決

し
て
楚
王
に
叛
か
な
い
と
誓
い
を
立
て
た
歴
史
を
回
顧
し
て
い
る
。
銘
文
の
最
後
の
部
分
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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春
秋
時
代
に
は
、
盟
誓
は
社
会
に
お
い
て
極
め
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
各
国
の
間
に
盟
誓
を
通
し
て
政
治
秩
序
を
維
持
し
て
い
た
。
国
内

で
は
、
盟
誓
は
周
王
・
諸
侯
よ
り
卿
大
夫
・
家
臣
・
国
人
、
果
て
は
奴
隷
・
俳
優
に
至
る
ま
で
、
各
階
層
の
人
々
に
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
は
、「
口
頭
宣
誓
」
の
ほ
か
、
載
書
を
作
っ
て
誓
い
こ
と
は
か
な
り
普
及
し
た
の
で
あ
っ
た
。
当
事
者
は
、
自
己
の
誓
い
言
葉

を
神
に
宣
誓
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
盟
書
を
神
に
渡
す
証
拠
物
件
と
し
て
、
河
川
や
湖
に
沈
め
た
り
、
山
林
や
地
下
に
埋
め
た
り

余
呂
王
之
孫
、
楚
城
（
成
）
王
之
盟
僕
、
男
子
之
藝
、

余
不
貳
十
（
在
）
天
之
下
、
余
臣
□
（
32
）

難
得
。

更
に
も
う
一
つ
戦
国
後
期
の
秦
の
「
詛
楚
文
」
と
い
わ
れ

る
石
刻
文
が
あ
り
、
製
作
者
で
あ
る
秦
は
、「
詛
楚
文
」
に

先
王
（
秦
の
穆
公
）
と
楚
の
成
王
が
、「
巫
咸
」・「
大
沈
厥

湫
」・「
亜
駝
」
の
神
前
で
盟
誓
を
交
わ
し
た
歴
史
を
叙
述
し

て
い
る
。
盟
誓
に
関
連
す
る
内
容
を
以
下
に
示
す
。

昔
我
先
君
穆
公
及
楚
成
王
、
是

力
同
心
、
両
邦
若
壹
。

絆
以
婚
姻
、
袗
以
齋
盟
。
曰
葉
萬
子
孫
、
毋
相
為
不
利
。

親
仰
大
沈
厥
湫
而
（
33
）

質
焉
。
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し
た
。
誓
い
言
葉
が
玉
・
石
や
金
属
類
の
よ
う
な
堅
い
素
材
に
書
か
れ
た
の
は
、
こ
れ
を
不
朽
の
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
製
作
者
の
意
図

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
春
秋
時
代
の
盟
書
の
実
物
は
、
晋
国
盟
書
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
我
々
は
将
来
の

考
古
発
見
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
戦
国
・
秦
漢
以
後
の
盟
書―

古
籍
文
献
と
遺
物
を
通
し
た
整
理
・
調
査

戦
国
時
代
に
入
る
と
、
生
産
力
が
発
展
を
遂
げ
、
社
会
全
体
の
構
造
基
盤
に
大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
。
各
国
の
、
同
盟
を
結

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
勢
力
均
衡
を
維
持
す
る
と
い
う
要
求
は
、
軍
事
力
に
頼
っ
て
も
っ
と
広
大
な
地
域
を
統
制
す
る
と
い
う
欲
望
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
。
滅
宗
、
滅
族
、
さ
ら
に
滅
国
ま
で
、
戦
争
の
手
段
で
自
ら
の
地
盤
を
拡
大
し
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
統
制
し
よ
う
と
い
う

傾
向
は
、
諸
国
間
の
政
治
主
流
と
な
っ
た
。
そ
し
て
国
内
で
は
律
令
制
が
次
第
に
整
備
さ
れ
、
神
に
対
し
て
誓
い
、「
自
己
呪
詛
」
に
よ

っ
て
自
ら
の
行
為
を
制
限
す
る
従
来
の
盟
誓
は
、
次
第
に
そ
の
存
在
意
義
を
失
っ
て
い
っ
た
。
戦
国
時
代
以
降
盟
誓
が
行
わ
れ
た
数
は
急

激
に
減
（
34
）

少
し
、
盟
誓
は
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
主
流
の
方
式
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
律
令
・
法
規
が
及
ば

な
い
場
合
、
あ
る
い
は
政
治
的
権
威
が
必
ず
し
も
そ
の
機
能
を
果
せ
な
い
場
合
に
は
、
盟
誓
は
人
々
の
間
の
秩
序
を
維
持
す
る
重
要
な
機

能
を
果
た
し
て
い
た
。
特
に
国
と
国
、
国
と
族
の
間
の
平
和
に
関
す
る
盟
誓
、
ま
た
は
君
主
・
臣
下
間
の
忠
誠
盟
誓
や
、
個
人
と
集
団
、

個
人
間
の
結
盟
は
、
社
会
の
い
か
な
る
歴
史
段
階
に
も
存
在
し
て
お
り
、
盟
書
も
ま
た
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
独
特
の
変
化
を
起
こ
す
の

で
あ
る
。

戦
国
秦
漢
に
お
け
る
鉄
器
使
用
の
普
及
に
伴
い
、
鉄
器
も
時
と
し
て
文
字
を
記
す
書
写
材
料
と
な
っ
た
が
、
特
に
盟
誓
文
に
用
い
ら
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れ
た
。
神
に
対
し
て
誓
い
言
葉
は
、
永
遠
に
前
言
を
取
り
消
す
こ
と
は
な
い
決
意
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
鉄
の
よ
う
に
永
久
に
堅
い
材
料

は
絶
好
の
選
択
で
あ
っ
た
。
漢
代
に
は
「
鉄
券
丹
書
」
の
盟
誓
儀
式
が
流
行
し
は
じ
め
た
。
最
も
有
名
な
の
は
、
前
漢
初
年
、
漢
の
高
祖

劉
邦
と
大
臣
達
の
間
で
行
わ
れ
た
「
封
爵
の
誓
」
で
あ
る
。
劉
邦
が
天
下
を
平
定
し
た
後
、
大
臣
達
を
褒
賞
す
る
こ
と
に
し
た
。
彼
は
大

臣
ら
と
「
剖
符
作
誓
」（
鉄
の
符
を
割
っ
て
、
誓
い
文
を
そ
れ
ぞ
れ
保
存
す
る
）
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
、
劉
氏
の
王
朝
は
功
臣
達
に
豊
か

な
生
活
を
永
遠
に
与
え
る
こ
と
を
誓
い
、
そ
れ
と
同
時
に
臣
下
達
も
劉
氏
に
忠
誠
を
捧
げ
、
永
遠
に
劉
氏
の
王
朝
を
守
り
助
け
る
こ
と
を

宣
誓
し
た
。『
史
記
』
巻
十
八
「
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
」
と
『
漢
書
』
巻
十
六
「
高
恵
高
后
文
功
臣
年
表
」
に
は
い
ず
れ
も
次
の
よ
う
に

記
す
。封

爵
之
誓
曰
、
使
黄
河
如
帯
、
泰
山
如
厲
、
国
以
永
存
、
爰
及
苗
裔
。
于
是
申
以
丹
書
之
信
、
重
以
白
馬
之
盟
。

『
漢
書
』
巻
一
「
高
帝
紀
」
に
は
、
ま
た

與
功
臣
剖
符
作
誓
、
丹
書
鉄
契
、
金
匱
石
室
、
藏
之
宗
廟
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鉄
券
の
誓
約
文
は
、
ま
た
鉄
契
と
も
い
う
。「
丹
書
」
に
つ
い
て
は
侯
馬
盟
書
が
朱
色
の
墨
で
銘
文

を
玉
・
石
片
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
り
、
恐
ら
く
朱
色
の
墨
を
用
い
て
誓
約
文
を
鉄
券
上
に
書
写
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

鉄
券
の
制
度
は
、
秦
代
以
前
に
は
み
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
高
祖
劉
邦
が
そ
の
制
度
を
は
じ
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
隋
唐
に
盛
行
し
た
。
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清
の
凌
揚
藻
撰
『
蠡
勺
編
』
巻
四
十
の
「
鉄
券
」
に
は
、
明
代
初
年
、
太
祖
朱
元
璋
が
功
臣
を
封
じ
よ
う
と
し
て
、
唐
代
の
制
度
に
傚
い
、

大
臣
に
鉄
券
を
分
与
す
る
こ
と
を
制
定
し
た
と
（
35
）

あ
る
。
鉄
券
は
一
般
に
君
主
が
家
臣
や
、
帰
服
し
に
や
っ
て
来
た
異
民
族
の
首
領
に
、

特
赦
を
与
え
る
誓
約
で
あ
る
。
鉄
券
に
は
、
そ
の
約
束
は
忠
実
に
守
ら
れ
、
永
遠
に
取
り
消
さ
れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、

隋
の
文
帝
に
し
た
が
っ
た
李
穆
将
軍
は
、
芒
山
で
斉
人
を
攻
撃
し
た
時
、
謀
略
に
よ
っ
て
文
帝
を
救
お
う
と
し
た
が
、
文
帝
は
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
李
穆
に
封
賞
し
鉄
券
を
賜
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
隋
書
』
巻
三
七
「
李
穆
伝
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

擢
授
（
李
穆
）
武
衛
将
軍
儀
同
三
司
、
進
封
安
武
郡
公
、
增
邑
一
千
七
百

、
賜
以

券
、
恕
其
十
死
。

『
旧
唐
書
』
巻
一
百
二
十
一
「
梁
崇
義
伝
」
に
も
、
同
様
の
賞
賜
文
が
あ
る
。

加
崇
義
同
平
章
事
、
其
妻
子
悉
加
封
賞
、
且
賜

券
、
誓
之
。
兼
授
其
裨
将
藺

為
鄧
州
刺
史
。

『
唐
大
詔
令
集
』
と
『
文
苑
英
華
』
に
は
い
ず
れ
も
「
鉄
券
」
の
専
集
が
あ
る
。
こ
こ
に
二
件
の
完
全
な
鉄
券
文
を
抄
録
し
て
お
く
。

（
一
）『
唐
大
詔
令
集
』
卷
六
十
四
「
賜
突
騎
施
黑
姓
可
汗

券
文
」

天
宝
十
二
年
、
歳
次
癸
巳
、
九
月
己
亥
、
朔
、
六
日
甲
辰
。
皇
帝
若
曰
、
咨
爾
骨
咄
禄

伽
突
馳

黑
姓
可
汗
登
里
伊
羅
密
施
、
惟
皇
建

、
声
教
及
於
遐
荒
、
惟
帝
念
功
礼
命
加
於
恭
順
、
卿
雖
擁
在
沙
漠
、
常
捍
煙
塵
、
識
進
退
存
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亡
之
端
、
知
古
今
成
敗
之
数
、
久
率
藩
部
、
帰
化
朝
廷
、
兼
拒
凶
威
、
挫
其
侵
軼
、
精

白
日
、
義
光
青
史
、
績
用
累
著
、
嘉
尚
良

深
、
今
授
卿
特
進
、
冊
為
突
騎
施
可
汗
、
重
爵
貴
号
、
以
崇
其
寵
。
丹
書

券
、
以
表
其
忠
。
宜
保
始
終
、
永
固
誠
節
、
山
河
帯
礪
、

福
禄

存
、
可
不

（
二
）『
文
苑
英

』
卷
四
百
七
十
二
鉄
券
「
賜
安
西
管
内
黄
纛
官

券
」

貞
元
二
年
、
歳
次
庚
寅
、
八
月
丁
巳
、
朔
、
三
日
己
未
。
皇
帝
若
曰
、
咨
爾
西
鎮
節
度
内
姓
纛
官
驃
騎
大
将
軍
・
試
太
常
卿
、
頓

啜
護
波
支
、
惟
乃
祖
乃
父
、
代
服
声
教
、
勤
労
王
家
、
勛
書
鼎
彝
、
名
列
藩
籍
、
爾
克
紹
祖
先
之
烈
、
而
重
之
以
忠
貞
、
嗣
守
職
官
、

祗
若
教
化
、
率
其
種
落
、
保
我
疆
陲
、
丹
誠
向
風
、
萬
里
如
近
、
是
用
稽
令
典
、
錫
以
券
書
、
若
金
之
堅
、
永
代
無
変
、
子
孫
継
襲
、

作
我

隋
唐
期
に
は
鉄
券
の
制
度
が
盛
行
し
、
多
く
の
鉄
券
文
が
残
っ
て
い
る
が
、
鉄
券
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
そ
の
形
状
は
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
代
の
人
に
は
完
全
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
唐
の
昭
宗
乾
寧
四
年
（
八
九
七
年
）、
唐

王
が
銭
武
粛
王
銭
鏐
に
鉄
券
を
賜
っ
た
。
こ
の
鉄
券
は
長
く
世
に
流
布
し
た
た
め
に
、
少
な
か
ら
ざ
る
文
人
賢
客
が
こ
の
鉄
券
を
実
見
し

て
、
多
く
の
記
事
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
鉄
券
を
あ
る
程
度
に
理
解
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

唐
末
、
王
仙
芝
の
部
下
の
曹
師
雄
は
、
浙
江
・
杭
州
地
方
で
蜂
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
呉
越
の
銭
粛
王
銭
鏐
は
鎮
圧
に
出
兵
し
た
。

銭
鏐
が
江
南
地
区
を
平
定
し
た
特
別
な
軍
功
に
対
し
て
表
彰
す
る
た
め
、
唐
の
昭
宗
は
呉
越
の
銭
粛
王
銭
鏐
に
鉄
券
を
賜
っ
た
。
鉄
券
に

は
、
銭
鏐
の
勲
功
を
褒
賞
す
る
以
外
に
、
銭
鏐
本
人
が
死
罪
に
あ
た
っ
て
も
、
九
度
ま
で
特
赦
が
得
ら
れ
、
そ
の
子
孫
が
死
罪
に
あ
た
っ
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て
も
、
三
度
ま
で
特
赦
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
唐
の
皇
帝
は
こ
の
約
束
を
遵
守
す
る
た
め
、
神
に
誓
い
を
立
て
た
。
以

下
に
王
昶
『
金
石
萃
編
』
所
収
の
「
銭
武
粛
王
鉄
券
」
全
文
を
載
せ
て
（
36
）

お
く
。

（
三
）「
銭
武
粛
王
鉄
券
」

維
乾
寧
四
年
、
歳
次
丁
巳
、
八
月
甲
辰
、
朔
、
四
日
丁
未
。
皇
帝
若
曰
、
咨
爾
鎮
海
鎮
東
等
軍
・
節
度
浙
江
東
西
等
道
・
観
察
処
置

営
田
招
討
等
使
・
兼
両
浙
塩

制
置
発
運
等
使
・
開
府
儀
同
三
司
・
検
校
太
尉
・
兼
中
書
令
・
使
持
節
潤
越
等
州
諸
軍
事
・
兼
潤
越

等
州
刺
史
・
上
柱
国
・
彭
城
郡
王
・
食
邑
五
千

・
食
実
封
壱
百

銭
鏐
。
朕
聞
銘
鄧
隲
之
勛
、
言
垂
漢
典
。
載
孔

之
德
、
事
美

魯
経
。
則
知
褒
德
策
勛
、
古
今
一
致
。
頃
者
董
昌
僭
偽
、
為
昏
鏡
水
。
狂
謀
悪

、
渫
染
斉
人
。
而
爾
披
攘
凶
渠
、
蕩
定
江
表
。
忠

以
衛
社
稷
、
恵
以
福
生
霊
。
其
機
也
氛

清
、
其
化
也
疲

泰
。
拯
於
粤
於
涂
炭
之
上
、
師
無
私
焉
。
保
銭
塘
成
金

之
固
、
政
有

経
矣
。
志
奨
王
室
、
績
冠
侯
藩
。
溢
於
旂
常
、
流
在
丹
素
。
雖
鐘
繇
刊
五
熟
之
釜
、

勒
燕
然
之
山
、
未
足
顧
功
、
抑
有
異
数
。

是
用
錫
其
金
板
、
申
以
誓
詞
。

河
有
侶
帯
之
期
、
泰
山
有
如
拳
之
日
、
維
我
念
功
之
旨
、
永
将
延
祚
子
孫
、
使
卿

襲
寵
栄
、
克

保
富
貴
。
卿
恕
九
死
、
子
孫
三
死
、
或
犯
常
刑
、
有
司
不
得
加
責
。
承
我
信
誓
、
往
維
欽
哉
、
宜
付
史
館
、
頒
示
天
下
。

中
書
侍
郎
・
兼

部
尚
書
・
平
章
事
・
臣
崔
胤
宣
奉

こ
の
鉄
券
は
、
実
物
が
一
度
世
に
流
布
し
た
た
め
に
、
多
く
の
文
人
の
記
録
に
残
っ
て
お
り
、
鉄
券
の
形
状
を
知
ら
し
め
て
い
る
。
南

宋
の
陸
游
は
そ
の
記
録
に
、
鉄
券
の
形
状
を
記
し
て
（
37
）

い
る
。
そ
し
て
元
の
陶
宗
儀
は
、
武
粛
王
の
裔
孫
と
同
郡
で
、
共
に
親
し
く
、

銭
氏
の
子
孫
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
鉄
券
を
陶
氏
に
見
せ
た
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
彼
は
『
南
村
輟
耕
録
』
で
そ
の
形
状
を
次
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

形
宛
如
瓦
、
高
尺
余
、
闊
二
尺
許
。
券
詞
黄
金
商
嵌
、
一
角
有
斧
痕
。
蓋
至
元
丙
子
天
兵
南
下
時
、
其
家
人
竊
負
以
逃
、
而
死
於
難
、

券
亦
莫
知
所
在
。
越
再
丙
子
，

者
偶
網
得
之
、
…
…

意
宝
物
、
試
斧
撃
之
，
則

焉
。（
形
は
瓦
の
如
く
、
高
さ
尺
余
、
闊
二

尺
許
り
な
り
。
券
詞
に
黄
金
嵌
あ
り
て
、
一
角
に
痕
有
り
。
蓋
し
元
の
至
元
丙
子
、
天
兵
南
下
せ
し
時
に
、
其
の
家
人
窃
か
に
負
い

て
以
て
逃
ぐ
る
も
、
而
し
て
難
に
死
し
、
券
も
亦
所
在
を
知
る
莫
し
。
再
び
丙
子
に
越
び
、
漁
者
、
偶
々
網
も
て
之
を
得
、
…
…
漁
、

寶
物
と
意
い
て
試
み
に
斧
を
以
て
之
を
撃
て
ば
、
則
ち
鉄
な
り
。）

清
の
阮
元
は
『
両
浙
金
石
志
』
で
、
鉄
券
を
さ
ら
に
詳
細
に
記
載
し
て
い
る
。

銭
武
粛
鉄
券
、在
臨
海
県
銭
氏
。
形
如
筩
瓦
、
一
尺
八
寸
三
分
、闊
一
尺
一
寸
、厚
一
分
五
厘
、重
一
百
三
十
二
両
。
正
書
二
十
七
行
、

三
百
三
十
三
字
。
鎔

而
成
、
刻
字
、
外
狭
中

、
黄
金
鑲
之
、
一
角
有
斧
痕
。（
錢
武
肅
の
鉄
券
は
、
臨
海
縣
錢
氏
に
在
り
。
形

は
筩
瓦
の
如
く
、
長
さ
一
尺
八
寸
三
分
、
闊
一
尺
一
寸
、
厚
さ
一
分
五
厘
、
重
さ
一
百
三
十
二
兩
、
正
書
二
十
七
行
、
三
百
三
十
三

字
な
り
。）

銭
武
粛
王
鉄
券
に
関
す
る
最
後
の
記
録
は
、
清
の
凌
揚
藻
が
編
纂
し
た
『
蠡
勺
編
』
に
み
ら
れ
る
。
凌
揚
藻
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
明
初

に
は
「
賜
銭
鏐
鉄
券
」
を
台
州
の
銭
允
一
が
所
有
し
て
い
た
。
明
の
太
祖
朱
元
璋
は
功
臣
を
封
じ
よ
う
と
し
た
と
き
、
唐
代
の
制
度
に
傚
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お
う
と
し
、
大
臣
に
鉄
券
を
賜
う
こ
と
を
制
定
し
た
。
太
祖
は
わ
ざ
わ
ざ
役
人
を
台
州
に
派
遣
し
、
銭
允
か
ら
鉄
券
を
借
り
て
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
こ
の
後
、
銭
鏐
の
鉄
券
の
行
方
は
知
る
由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

上
文
に
述
べ
た
よ
う
に
、
鉄
券
は
、
皇
帝
や
主
君
が
臣
属
に
対
し
て
一
方
的
に
行
う
誓
い
の
契
約
書
で
あ
り
、
双
方
が
共
に
誓
約
を
守

る
盟
誓
と
は
、
性
格
が
い
さ
さ
か
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
盟
誓
の
特
殊
な
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

秦
漢
以
降
、
盟
誓
の
儀
式
は
、
主
に
二
国
（
族
）
以
上
の
間
で
行
わ
れ
た
。
有
名
な
事
例
で
は
、
後
漢
時
代
、
伏
波
将
軍
の
馬
援
と
彼

が
遠
征
し
た
地
元
の
少
数
民
族
と
の
間
で
交
わ
し
た
銅
柱
の
誓
、
三
国
時
代
の
呉
蜀
（
38
）

同
盟
、
唐
・
吐
蕃
の
い
わ
ゆ
る
甥
舅
盟
約
、
お
よ

び
宋
と
遼
・
金
間
の
会
盟
が
あ
る
。
三
国
の
呉
蜀
同
盟
と
宋
と
遼
・
金
間
の
会
盟
は
、
盟
書
の
実
物
が
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
南
方
の
銅
柱
の
誓
と
唐
・
吐
蕃
の
会
盟
石
碑
は
、
い
ず
れ
も
遺
物
の
記
録
、
模
写
本
・
拓
本
、
そ
し
て
実
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
二
つ
の
盟
書
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

中
国
王
朝
と
周
辺
の
少
数
民
族
の
間
で
は
、常
に
境
界
を
画
定
す
る
盟
誓
契
約
が
結
ば
れ
て
お
り
、盟
誓
で
は
、互
い
に
盟
約
を
遵
守
し
、

代
々
友
好
関
係
を
結
ぶ
こ
と
を
約
束
し
た
。
銅
柱
の
誓
い
は
、
国
・
族
間
に
お
け
る
典
型
的
な
盟
誓
で
あ
る
。
盟
誓
文
は
銅
製
の
円
柱
に

鋳
刻
さ
れ
、
地
に
建
て
ら
れ
て
、
双
方
の
境
界
の
標
識
が
示
さ
れ
、
そ
し
て
ま
た
神
の
照
覧
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
銅
柱
の
誓
に
つ

い
て
は
、
最
も
早
く
は
『
後
漢
書
』
馬
援
伝
に
み
ら
れ
る
。『
後
漢
書
』
に
は
、
後
漢
建
武
十
九
年
（
四
三
年
）
伏
波
将
軍
馬
援
が
遠
征

し
て
交
趾
に
至
り
、
徴
側
・
徴
貳
の
姉
妹
の
蜂
起
を
鎮
圧
し
た
後
、
銅
柱
を
建
て
て
誓
っ
た
と
あ
る
。
伝
説
で
は
馬
援
の
立
て
た
銅
柱
に

誓
辞
が
あ
り
、「
銅
柱
折
ら
ば
、
交
趾
滅
ぶ
」
と
い
う
讖
言
も
加
え
ら
れ
た
。
銅
柱
の
碑
文
は
、
中
国
王
朝
と
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
の
辺
境
問

題
に
関
わ
り
、
歴
代
の
学
者
が
関
心
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
と
な
（
39
）

っ
た
。
し
か
し
、
時
代
は
す
こ
ぶ
る
古
く
、
場
所
も
遠
く
辺
鄙
で
あ
る
た

め
、
信
憑
性
の
あ
る
記
録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
銅
柱
を
立
て
て
宣
誓
す
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
南
方
人
が
も
つ
特
殊
な
宗
教
的
習
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俗
で
あ
ろ
う
。
馬
援
は
、
地
元
の
人
の
習
俗
を
尊
ん
で
銅
柱
の
誓
い
を
行
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
銅
柱
の
誓
は
、
南
方
で
は
か
な
り
普

及
し
て
お
り
、宋
代
の
程
大
昌
は
そ
の
随
筆
『
演
繁
記
』
に
「
銅
柱
南
方
処
処
有
之
、皆
言
馬
援
所
立
。」（
銅
柱
は
南
方
の
処
処
に
之
有
り
、

皆
馬
援
の
立
つ
る
所
と
言
う
。）と
記
（
40
）

し
た
。
南
方
の
銅
柱
の
う
ち
、後
晋
天
福
五
年（
九
四
〇
年
）の「
溪
州
銅
柱
」は
最
も
有
名
で
あ
り
、

銅
柱
の
形
状
・
重
量
・
基
座
の
形
状
の
記
録
と
二
千
六
百
字
余
り
の
盟
誓
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。

『
旧
五
代
史
』
と
『
新
五
代
史
』
の
記
載
に
よ
（
41
）

る
と
、
後
晋
天
福
五
年
、
溪
州
刺
史
の
彭
士
愁
は
、
錦
・
奨
な
ど
の
少
数
民
族
の
兵

を
率
い
て
辰
・
澧
の
二
州
を
攻
め
た
。
か
の
地
の
楚
王
馬
希
范
は
、
劉
勍
・
劉
全
明
を
派
遣
し
、
軍
を
率
い
て
反
撃
さ
せ
、
彭
士
愁
を
破

っ
た
。
劉
勍
ら
は
勝
利
に
乗
じ
て
追
撃
し
、
彭
の
領
地
で
あ
る
溪
州
ま
で
進
ん
だ
。
彭
は
溪
州
か
ら
逃
げ
る
し
か
な
か
っ
た
。
後
に
彭
士

愁
は
、
五
州
の
地
を
も
っ
て
馬
希
范
に
盟
を
求
め
た
。
馬
希
范
は
伏
波
将
軍
馬
援
の
末
裔
と
自
称
し
、
つ
い
に
彭
士
愁
と
血
を
飲
ん
で
盟

誓
し
、
誓
約
文
を
銅
柱
に
鋳
込
み
、
辰
州
府
に
立
て
、
後
の
人
か
ら
「
溪
州
銅
柱
」
と
呼
ば
れ
た
。「
溪
州
銅
柱
」
の
盟
誓
文
の
全
文
は
、

王
昶
『
金
石
萃
編
』
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で
（
42
）

あ
る
。

（
四
）「
溪
州
銅
柱
記
」

天
策
上
将
軍
・
江
南
諸
道
都
統
楚
王
希
範

金
紫
光
禄
大
夫
・
検
校
兵
部
尚
書
・
使
持
節
溪
州
諸
軍
事
・
溪
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
・
上
柱
国
・
長
沙
県
開
国
伯
・
食
邑
九
伯

・

五
溪
□
団
練
使
彭
（
い
か
の
字
は
不
明
）

天
策
府
学
士
・
江
南
諸
道
都
統
掌
書
記
・
通
議
大
夫
・
検
校
尚
書
左
僕
射
兼
御
史
大
夫
・
上
柱
国
・
賜
紫
金
魚
袋
李
宏
皋
撰

粤
以
天
福
五
年
、
歳
在
庚
子
、
夏
五
月
、
楚
王
召
天
策
府
学
士
李
宏
皋
謂
曰
、
我
烈
祖
昭
霊
王
、
漢
建
武
十
八
年
平
徴
側
於
龍
編
、
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樹
銅
柱
於
象
浦
。
其
銘
曰
、「
金
人
汗
出
、

馬
蹄
堅
、
子
孫
相
連
、
九
九
百
年
。
是
知
吾
祖
宗
之
慶
、
胤
緒
綿
遠
、
則
九
九
百
年

之
運
昌
于
南
夏
者
乎
。
今
五
溪
初
寧
、
群
師
内
附
。
古
者
天
子
銘
德
、
諸
侯
計
功
、
大
夫
称
伐
、
必
有
刊
勒
、
垂
諸
簡
編
、
将
立
標
題
。

式
昭
恩
信
、
敢
継
前
烈
、
為
吾
紀
焉
。」
宏
皋
承
教
濡
毫
、
載
叙
厥
事
。
蓋
聞

牁
接
境
、
盤
瓠
遺
風
、
因
六
子
以
分
居
、
入
五
溪

而
聚
族
。
上
古
以
之
要
服
、
中
古
漸
爾
羈
縻
。
洎
師
号
精
天
、
相
名

氏
。
漢
則
宋
均
置
吏
、
稍
静
溪
山
。
唐
則
楊
思
興
師
、
遂
開

辰
錦
。
迩
来
豪
右
、
時
恣
陸
梁
、
去
就
在
心
、
否
臧
由
己
。
溪
州
彭
士
愁
世
伝
郡
印
、
家
惣
州
兵
、
布
恵
立
威
、
識
恩
知
勧
、
故
能

三
四
代
、
長
千
万
夫
。
非
德
教
之
所
加
、

簡
書
而
可
畏
、
亦
無
辜
於
大
国
、
亦
不
虐
於
小
民
。
多
自
生
知
、
因
而
善
処
無
何
。

忽
承
間

、
俄
至
動
揺
。
我
王
每
示
含
宏
、
嘗
加
姑
息
、
漸
為
辺
患
、
深
入
郊
圻
、
剽
掠
耕
桑
、
侵
暴
辰
澧
、
疆
吏
告
逼
、
郡
人
失

寧
。
非
萌
作

之
心
、
偶
昧

兵
之
法
。
焉
知
縦
火
、
果
至
自
焚
。
時
晋
天
子
肇
創
丕
基
、
倚
注
雄
德
、
以
文
皇
帝
之
徽
号
、
継
武

穆
王
之
令
謨
、
冊
命
我
王
、
開
天
策
府
、
天
人
降
止
、
備
物
在
庭
、
方
振
声
明
、
又
当
昭
泰
、
眷
言
僻
陋
、
可
俟
綏
懐
。
而
辺
鄙
上

言
、
各
請
效
命
。
王
乃
以
静
江
軍
指
揮
使
劉
勍
率
諸
部
将
、
付
以
偏
師
、
鉦
皷
之
声
，
震
動
谿
谷
。
彼
乃
棄
州
保
嶮
、
結
寨
凴
高
、

唯
有
鳥
飛
、
謂
無
人
到
。
而
劉
勍
虔
遵
廟
算
、
密
運
神
機
、
跨
壑
披
崖
、
臨
危
下
瞰
。
梯
衝
既
合
、
水
泉
無
汲
引
之
門
。
樵
採
莫
通
、

糧
糗
乏
転
輸
之
路
。
固
甘
衿
甲
、
豈
暇
投
戈
、
彭
師

為
父
輸
誠
、
束
身
納
款
。
我
王
愍
其
通
変
、
爰
降
招
携
。
崇
侯
感
德
以
帰
周
、

孟
獲
畏
威
而
事
蜀
。
王
曰
、
古
者
叛
而
伐
之
、
服
而
柔
之
、
不
奪
其
財
、
不
貪
其
土
。
前
王
典
故
、
後
代
蓍

。
吾
伐
叛
懐
柔
、
敢

無
師
古
、
奪
財
貪
地
、
実
所
不
為
。
乃
依
前
奏
、
授
彭
士
愁
溪
州
刺
史
、
就
加
検
校
太
保
。
諸
子
将
吏
、
咸

職
員
、
錫
賚
有
差
。

俾
安
其
土
、
仍
頒

粟
、
大

貧
民
、
乃
遷
州
城
、
下
于
平
岸
。
溪
之
将
佐
、
銜
恩
向
化
、
請
立
柱
以
誓
焉
。
於
戯
王
者
之
師
、
貴

謀
賎
戦
、
兵
不
染
鍔
、
士
無
告
労
、
粛
清
五
溪
、
震

百
越
、
底
平
疆
理
、
保
乂
邦
家
。
爾
宜
無
憂
耕
桑
、
無
焚
廬
舎
、
無
害
樵
牧
、

無
阻
川
途
。
勿
矜
激
瀬
飛
湍
、
勿
恃
懸
崖
絶
壁
、
荷
君
親
之
厚
施
、
我
不
徴
求
。
感
天
地
之
至
仁
、
爾
懐
寧
撫
。
苟
違
誠
誓
、
是
昧

― 29 ―

中
国
古
代
の
盟
書
遺
物
に
関
す
る
一
考
察



神
祗
。
垂
于
子
孫
、
庇
爾
族
類
。

碑
可
立
、
敢
忘
賢
哲
之
蹤
。
銅
柱
堪
銘
、
願
奉
祖
宗
之
德
。
宏
皋
仰
遵
王
命
、
謹
作
頌
焉
、
其

詞
曰
、
昭
霊
鋳
柱
垂
英
烈
、
手

干
戈
征
百
越
。
我
王
鋳
柱
庇
黔
黎
、
指
畫
風
雷
開
五
溪
。
五
溪
之

不
足
恃
、
我
旅
争
登
若
平
地
。

五
溪
之
衆
不
足
凴
、
我
師
軽
蹈
如
春
氷
。
溪
人
畏
威
仍
感
恵
、
納
質
帰
明
求
立
誓
。
誓
山
川
兮
告
鬼
神
、
保
子
孫
兮
千
万
春
。

推
誠
奉
節
宏
義
功
臣
・
天
策
府
都
尉
・
武
安
軍
節
度
副
使
・
判
内
外
諸
司
事
・
永
州
団
練
使
・
光
禄
大
夫
・
検
校
太
傅
・
使
持
節
永

州
諸
軍
事
行
・
永
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
・
上
柱
国
・
扶
風
県
開
国
侯
・
食
邑
一
千

馬
希
広
奉
教
監
臨
鋳
造

天
福
五
年
正
月
十
九
日
、
溪
州
刺
史
彭
士
愁
與
五
姓
帰
明
、
衆
具
件
状
、
飲
血
求
誓
、
楚
王
略
其
詞
、
鐫
于
柱
之
一
隅
。

右
据
状
。
溪
州
静
辺
都
自
古
已
来
、
代
無
違
背
。
天
福
四
年
九
月
蒙
。

王
庭
発
軍
、
收

不
順
之
人
、
当
都
願
将
本
管
諸
団
・
百
姓
・
軍
人
及
父
祖
、
本
分
田
場
土
産
帰
明
王
化
。
当
州
太
郷
、
三
亭
両
県

苦
無
税
課
。
帰
順
之
後
、
請
祗
依
旧
額
供
輸
、
不
許
管
界
・
団
保
・
軍
人
・
百
姓
乱
入
諸
州
四
界
、
劫
掠

盗
、
逃
走

人
。
凡
是

王
庭
差
網
、
收
買
溪
貨
、
并
都
幕
採
伐
土
産
、
不
許
輒
有
庇
占
。
其
五
姓
主
首
・
州
県
職
掌
有
罪
、
本
都
申
上
科

。
如
別
無
罪
名
、

請
不
降
官
軍
攻

。
若
有
違
誓
約
、
甘
請
準
前
差
発
大
軍
誅
伐
。
一
心
帰
順
王
化
、
永
事
明
庭
。
上
対
三
十
三
天
明
神
、
下
将
宣
祗

為
証
者
。
王
曰
、
爾
能
恭
順
、
我
無
科
徭
。
本
州
賦
租
、
自
為
供
贍
、
本
都
兵
士
、
亦
不
抽
差
。
永
無
金
革
之
虞
、
克
保
耕
桑
之
業
。

皇
天
后
土
、
山
川
鬼
神
、
吾
之
推
誠
、
可
以
元
鑒
。

大
晋
天
福
五
年
、
歳
次
庚
子
、
七
月
甲
子
、
朔
、
十
八
日
辛
巳
、
鋳
。
八
月
甲
午
、
朔
、
九
日
壬
寅
、
鐫
。
十
二
月
壬
辰
、
朔
、

二
十
日
辛
亥
、
立
。

静
辺
都
指
揮
使
・
金
紫
光
禄
大
夫
・
検
校
太
保
・
使
持
節
溪
州
諸
軍
事
・
守
溪
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
・
上
柱
国
・
隴
西
県
開
国
男
・

食
邑
三
百

彭
士
愁
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武
安
軍
節
度
・
左
押
衙
・
金
紫
光
禄
大
夫
・
検
校
司
徒
・
前
溪
州
諸
軍
事
守
・
溪
州
刺
史
兼
御
史
大
夫
・
上
柱
国
彭
師
佐

（
以
下
、
彭
士
愁
に
從
い
降
服
し
た
将
・
士
計
七
十
人
の
官
職
名
及
び
姓
名
を
略
す
）

馬
希
范
の
「
溪
州
銅
柱
」
に
つ
い
て
は
、
清
の
王
昶
と
朱
彝
尊
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
。
王
昶
『
金
石
萃
編
』
に
も
、
銅
柱
の
高
さ
・
重

さ
お
よ
び
台
座
と
周
囲
の
形
状
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
銅
柱
の
形
状
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

面
高
六
尺
八
寸
四
分
、
面
広
六
寸
五
分
、
入
地
六
尺
、
重
五
千
斤
、
有
四
十
二
行
、
行
五
十
七
字
。
并
有
石
蓮
花
台
、
及
下
有
石

。

（
面
高
六
尺
八
寸
四
分
、
面
広
六
寸
五
分
、
入
地
六
尺
、
重
さ
五
千
斤
、
四
十
二
行
有
り
、
行
五
十
七
字
。
并
せ
て
石
の
蓮
花
台
有
り
、

下
に
及
び
石

有
り
。）

朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』
巻
四
十
六
「
溪
州
銅
柱
記
跋
」・「
続
題
溪
州
銅
柱
記
後
」
も
、
銅
柱
と
周
囲
の
形
状
を
記
し
て
い
る
。

柱
高
一
丈
二
尺
、入
地
六
尺
。
重
五
千
斤
。
環
以
蓮
花
台
。（
柱
高
一
丈
二
尺
、入
地
六
尺
、重
さ
五
千
斤
。
環
ら
す
に
蓮
花
臺
を
以

（
43
）

て
す
。）

馬
希
范
の
「
溪
州
銅
柱
」
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
行
方
不
明
に
な
り
、
宋
代
以
降
の
金
石
学
者
に
は
、「
溪
州
銅
柱
」
の
著

録
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
清
代
に
な
る
と
、
こ
の
金
石
盟
誓
文
物
に
関
心
を
持
つ
者
が
よ
う
や
く
現
れ
は
じ
め
た
が
、
極
め
て
ま
れ
で
あ
り
、

な
お
か
つ
そ
の
模
写
・
拓
本
で
世
間
に
流
布
す
る
も
の
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
朱
彝
尊
は
『
曝
書
亭
集
』
に
言
っ
た
よ
う
に
、「
好
古

如
翟
趙
曾
洪
諸
家
亦
未
之
著
録
。」（
古
を
好
む
翟
・
趙
・
曾
・
洪
諸
家
の
如
き
も
ま
た
い
ま
だ
そ
の
著
録
あ
ら
ず
。）」
朱
氏
が
『
曝
書
亭
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集
』
で
回
顧
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
欧
陽
修
五
代
史
の
楚
世
家
の
誤
り
に
校
注
を
つ
け
る
た
め
、
康
煕
一
七
年
、
葉
奕

の
自
宅

で
銅
柱
の
拓
本
を
得
た
の
で
（
44
）

あ
る
。
こ
れ
は
銅
柱
拓
本
に
つ
い
て
言
及
し
た
唯
一
な
文
字
記
録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
拓
本
の
行
方
は
よ
く

分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
は
王
昶
『
金
石
萃
編
』
に
よ
っ
て
そ
の
文
字
を
読
む
し
か
な
い
。

秦
漢
以
降
の
盟
誓
は
、
ほ
と
ん
ど
境
界
の
領
土
紛
争
よ
り
起
こ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
関
連
す
る
各
方
が
境
界
で
盟
誓
の
手
段
を
用
い
て
、

境
界
を
画
定
し
、
永
遠
に
盟
約
を
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
同
時
に
誓
約
の
内
容
を
銅
・
鉄
・
石
碑
な
ど
に
鋳
刻
し
て
地
下
に
埋
め
、

境
界
線
を
定
め
て
境
界
標
識
と
し
た
。
上
述
し
た
南
方
の
銅
柱
誓
約
文
は
、ま
さ
に
そ
の
代
表
的
な
文
物
で
あ
る
。
中
国
古
代
史
上
で
は
、

三
国
時
代
の
呉
と
蜀
、
唐
代
の
唐
朝
と
吐
蕃
国
、
そ
し
て
宋
と
遼
・
金
と
の
間
で
互
い
に
類
似
の
境
界
盟
誓
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
今

日
に
至
る
ま
で
、
唐
の
穆
宗
の
長
慶
二
年
（
八
二
二
年
）、
唐
朝
と
吐
蕃
の
間
で
盟
誓
を
行
っ
た
後
で
立
て
ら
れ
た
会
盟
碑
の
み
が
、
こ

の
世
に
伝
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

唐
と
吐
蕃
の
会
盟
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
政
治
・
軍
事
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
七
世
紀
の
半
ば
、
唐
朝
は
内
憂
外

患
で
あ
っ
た
。
内
部
は
安
史
の
乱
が
あ
り
、
辺
境
は
藩
鎮
の
反
乱
が
あ
っ
た
。
周
辺
の
隣
国
は
、
唐
辺
境
の
軍
事
力
の
相
対
的
弱
体
化
の

機
会
を
捉
え
、
唐
の
辺
境
を
攻
め
は
じ
め
た
。
と
り
わ
け
唐
の
西
南
部
と
隣
接
す
る
吐
蕃
国
は
、
大
歴
二
〜
一
三
年
（
七
六
七
〜
七
七
八

年
）
の
間
、
毎
年
八
・
九
月
に
な
る
と
唐
の
境
に
侵
入
し
た
。
こ
れ
は
吐
蕃
の
遊
牧
民
族
と
し
て
の
生
産
の
特
徴
と
関
係
が
あ
る
。
唐
の

宰
相
の
元
載
は
、
大
歴
八
年
（
七
七
三
年
）
に
奏
上
し
た
「
吐
蕃
策
」
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
吐
蕃
は
青
海
湖
を
そ
の
夏
営
地
と
し
て
お

り
、
唐
の
領
域
内
の
隴
山
西
の
監
牧
地
を
冬
営
地
と
し
て
（
45
）

い
る
。
ゆ
え
に
、
唐
が
吐
蕃
と
最
も
直
接
衝
突
し
や
す
い
の
は
国
境
問
題
な
の

で
あ
り
、
唐
と
吐
蕃
が
会
盟
を
行
う
主
な
目
的
は
、
吐
蕃
と
の
国
境
線
を
画
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

唐
と
吐
蕃
と
の
間
で
行
わ
れ
た
盟
誓
は
多
く
な
い
が
、神
龍
年
間
の
会
盟
と
、貞
元
三
年
の
平
涼
の
偽
盟
を
除
け
ば
、宝
応
元
年（
七
六
二
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年
）、
建
中
四
年
（
七
八
三
年
）、
お
よ
び
長
慶
元
年
（
八
二
一
年
）・
二
年
（
八
二
二
年
）
の
数
回
し
か
な
い
。
建
中
と
長
慶
の
唐
蕃
盟

誓
の
原
因
お
よ
び
そ
の
経
緯
に
関
し
て
は
、佐
藤
長
が
一
九
五
九
年
に
出
版
し
た
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』
が
、非
常
に
詳
細
に
整
理
し
、

見
事
な
考
察
を
加
え
て
（
46
）

い
る
。
そ
の
大
要
を
述
べ
る
と
、
建
中
会
盟
は
、
唐
の
西
部
に
お
け
る
軍
事
力
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
繋
が
れ
る
。

こ
の
と
き
、
吐
蕃
で
は
内
部
の
王
位
争
い
で
権
力
闘
争
が
激
し
く
な
り
、
国
内
の
政
治
情
勢
は
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
内
の
乱
を

全
力
に
鎮
静
の
た
め
、
外
部
の
安
定
的
な
秩
序
を
営
も
う
と
し
た
。
ゆ
え
に
唐
と
の
修
好
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
会
盟
の
実
現

を
推
進
し
た
契
機
は
、
唐
の
代
宗
の
死
と
徳
宗
の
即
位
で
あ
る
。
徳
宗
は
吐
蕃
に
対
し
て
は
比
較
的
柔
軟
な
姿
勢
を
と
り
、
例
え
ば
唐
に

抑
留
し
て
い
た
捕
虜
・
僧
尼
五
百
人
余
り
を
、
各
々
に
襲
衣
を
賜
っ
て
帰
国
（
47
）

さ
せ
、
ま
た
吐
蕃
王
の
提
示
し
た
、
霊
州
の
西
、
賀
蘭
山
を

境
界
と
定
め
て
譲
歩
し
た
。
双
方
の
一
連
の
努
力
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
建
中
三
年
（
七
八
二
年
）
一
〇
月
、
国
境
で
盟
誓
が
行
わ
（
48
）
れ
た
。

盟
誓
の
準
備
時
間
が
必
要
な
の
で
、
改
め
て
翌
年
（
七
八
三
年
）
正
月
一
五
日
、
辺
境
の
清
水
の
西
で
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
「
清
水
の

盟
」
と
い
う
。
こ
の
と
き
の
唐
蕃
盟
誓
は
、『
旧
唐
書
』
張
鎰
伝
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

清
水
の
盟
が
立
て
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
史
の
乱
以
来
唐
蕃
三
〇
年
余
り
の
長
き
に
わ
た
る
対
抗
が
終
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
唐
の
周
囲
に
は
、
ウ
イ
グ
ル
・
南
詔
な
ど
の
異
民
族
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
民
族
と
の
多
角
的
な
関
係
が
、
唐
と
吐
蕃
を
な

お
も
摩
擦
と
戦
争
の
衝
突
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
吐
蕃
と
対
抗
す
る
ウ
イ
グ
ル
人
が
唐
に
接
近
し
た
た
め
、
吐
蕃
の
嫉
妬
を
引
き
起
こ
し

た
。
唐
の
穆
宗
の
長
慶
元
年
（
八
二
一
年
）
六
月
、
吐
蕃
は
唐
の
青
塞
堡
に
進
攻
し
、
唐
軍
の
反
撃
を
受
け
て
敗
れ
た
。
八
月
、
吐
蕃
の

大
臣
尚
綺
力
陀
思
は
、
長
安
に
赴
い
て
唐
に
盟
を
求
め
る
国
書
を
手
渡
し
、
唐
も
ま
た
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。
同
年
八
月
、
つ
い
に
宰
相

崔
植
ら
一
四
人
と
吐
蕃
の
大
臣
の
論
納
羅
と
が
、
長
安
西
郊
の
王
会
寺
で
盟
誓
を
行
っ
た
。
次
の
年
（
八
二
二
年
）
五
月
、
劉
元
鼎
を
ラ

サ
に
派
遣
し
て
大
臣
の
鉢
闡
布
と
盟
誓
を
行
い
、
三
年
目
（
八
二
三
年
）
に
は
盟
誓
文
を
巨
石
に
刻
み
、
大
昭
寺
の
前
に
建
て
た
。
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し
か
し
、
長
慶
二
年
の
唐
蕃
会
盟
の
後
、
大
昭
寺
内
に
石
碑
を
建
て
た
こ
と
は
、
ど
の
文
献
に
も
記
載
が
な
い
。
こ
の
石
碑
の
存
在
は
、

清
朝
康
煕
年
間
に
至
っ
て
よ
う
や
く
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
乾
隆
・
同
治
年
間
に
こ
の
石
碑
の
拓
本
が
二
度
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
清
の
人
は
漢
文
が
あ
る
正
面
と
左
右
両
側
の
み
拓
本
を
と
っ
た
が
、
チ
ベ
ッ
ト
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
裏
面
は
、
全
く
拓
本
が
と

ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
唐
蕃
会
盟
碑
の
存
在
と
拓
本
の
流
布
は
、
人
々
の
興
味
を
引
き
起
こ
し
た
。
孫
星
衍
・
厳
可
均
・

陸
増
祥
・
羅
振
玉
と
い
っ
た
、
多
く
の
金
石
学
者
や
金
石
収
蔵
家
に
は
、
そ
の
石
碑
に
関
す
る
著
録
・
研
究
が
（
49
）

あ
る
。

長
慶
二
年
の
唐
蕃
会
盟
碑
の
存

在
は
、
日
本
の
学
者
の
興
味
を
呼
び

覚
ま
し
、
か
の
地
へ
赴
い
て
こ
の
石

碑
を
尋
ね
る
人
が
絶
え
間
な
く
現

れ
た
。
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
内
藤

湖
南
は
、
一
九
一
一
年
前
後
に
こ
の

石
碑
四
面
の
拓
本
写
真
を
入
手
し

た
（
長
慶
二
年
唐
蕃
会
盟
碑
拓
本
の

写
真
の
一
部
、
図
七
参
照
）。

当
時
内
藤
氏
を
手
助
け
し
て
会

盟
碑
の
チ
ベ
ッ
ト
文
を
漢
文
に
翻

訳
し
た
の
は
、
同
大
学
の
西
蔵
文
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内藤湖南「拉薩の唐蕃会盟碑」による



の
講
師
寺
本
婉
雅
で
あ
り
、
寺
本
が
ラ
サ
の
大
昭
寺
へ
赴
い
て
実
地
調
査
を
し
た
と
き
、
こ
の
石
碑
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

し
て
ま
た
河
口
慧
海
も
、
ラ
サ
で
こ
の
石
碑
を
尋
ね
た
が
、
結
局
探
せ
な
か
（
50
）

っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
佐
藤
長
は
、「
我
が
国
で
は
入

蔵
の
先
輩
河
口
、
寺
本
両
氏
は
と
も
に
こ
れ
に
注
意
せ
ず
、
稍
々
遅
れ
て
入
蔵
し
た
青
木
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。」

と
指
摘
し
て
（
51
）

い
る
。
前
世
紀
七
〇
年
代
、
中
国
の
文
化
大
革
命
後
、
第
一
回
日
本
訪
中
団
が
チ
ベ
ッ
ト
を
訪
問
し
、
ラ
サ
の
大
昭
寺

も
見
学
し
た
。
訪
中
団
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
島
田
政
雄
は
日
本
に
帰
国
後
、『
チ
ベ
ッ
ト
そ
の
歴
史
と
現
代
』
を
出
（
52
）

版
し
、そ
の
本
に
、

唐
蕃
会
盟
碑
の
実
物
を
確
実
に
見
た
、
そ
し

て
会
盟
碑
と
そ
の
周
囲
の
様
子
を
撮
影
し
て

い
る
（
唐
蕃
会
盟
碑
、
図
八
参
照
）。

唐
蕃
会
盟
碑
は
高
さ
一
丈
五
尺
に
達
し
、

文
字
だ
け
の
部
分
の
高
さ
も
一
丈
余
り
で
あ

る
。
石
碑
の
正
面
、
裏
面
と
左
右
両
側
に
は

み
な
文
字
が
刻
ま
れ
る
。
正
面
と
左
右
側
面

に
は
漢
・
チ
ベ
ッ
ト
二
種
類
の
文
字
が
あ
り
、

裏
面
は
チ
ベ
ッ
ト
文
の
み
で
あ
る
。

碑
文
の
内
容
に
関
し
て
は
、
時
代
の
古
さ

や
、
碑
文
の
摩
滅
・
断
裂
が
甚
だ
し
い
た
め

に
、
多
く
の
個
所
が
釈
読
不
可
能
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
碑
文
を
収
録
し
た
『
大
清
一
統
志
』
西
蔵
と
『
龍
威
秘
書
』
西
蔵
記
の
碑
文
に
は
、
一
字
も
残
欠
が
な
い
。
こ
こ
に
後
人

が
勝
手
に
文
字
を
書
き
加
え
た
こ
と
を
否
定
で
き
ず
、
ゆ
え
に
そ
の
信
頼
性
は
疑
い
を
抱
く
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。
内
藤
湖
南
は
自
分

の
手
許
に
あ
る
拓
本
の
写
真
版
を
根
拠
に
、
新
・
旧
唐
書
の
吐
蕃
伝
と
『
冊
府
元
亀
』
を
参
照
し
、
左
半
分
の
チ
ベ
ッ
ト
文
を
加
え
、
無

理
な
修
正
を
し
な
い
鉄
則
を
守
り
、
釈
文
を
発
表
（
53
）

し
た
。
内
藤
の
後
、
民
国
二
三
年
（
一
九
三
四
年
）、
姚
薇
元
も
こ
の
碑
文
を
入
念
に

研
究
し
、『
燕
京
学
報
』
に
「
唐
蕃
会
盟
碑
跋
」
を
発
表
し
た
。
姚
氏
は
「
碑
文
は
各
行
八
四
字
、
内
藤
は
誤
っ
て
八
二
字
に
作
る
。
よ

っ
て
録
す
る
と
こ
ろ
の
碑
文
は
各
行
二
字
少
な
い
。」
と
（
54
）

し
た
。
今
、
内
藤
湖
南
の
釈
読
し
た
会
盟
碑
文
を
底
本
と
し
、
あ
わ
せ
て
姚
薇

元
の
考
釈
の
跋
文
を
付
加
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
五
）
唐
蕃
会
盟
碑

（
正
面
漢
文
）

大
唐
文
武
孝
德
皇
帝　
　
　

大
蕃
聖
神
賛
普　
　

舅
甥
二
主
、
商
議
社
稷
如
一
、
結
立
大
和
盟
約
、
永
無
渝
替
、
神
人

以
証
知
。

世
世
代
代
、
使
其
称
賛
、
是
以
盟
文
節
目
題
之
於
碑
也
。（
第
一
行
）

文
武
孝
德
皇
帝
與
□
□
□
□
□
□
□
□
賛
陛
下
、
二
聖
舅
甥
、
濬
哲
鴻
被
、
曉
今
永
之
屯
、
亨
矜
愍
之
情
、
恩
覆
其
無
内
外
、
商
議

叶
同
、
務
令
万
姓
安
泰
、
所
思
如
一
、
成
久
遠
大
善
、
再
続
慈
親
之
情
、
重
申
隣
好
之
義
、
為
此
大
和
矣
。
今
（
第
二
行
）

蕃
漢
二
国
、
所
守
現
管
本
界
、
□
□
已
東
（
姚
跋
文
は
み
な
〝
悉
為
〞
二
字
が
あ
る
）
大
唐
国
界
、
已
西
尽
是
大
蕃
境
土
、
彼
此
不

為
寇
敵
、
不
挙
兵
革
、
不
相
侵
謀
封
境
。
或
有
猜
阻
、
捉
生
問
事
訖
、

以
衣
粮
放
帰
。
今
社
稷
叶
同
如
一
、
為
此
大
和
、
然
舅
甥

相
好
之
義
、
善
□
（
第
三
行
）
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每
須
通
伝
、
彼
此
駅
騎
、
一
□
□
□
□
□
□
□
（
姚
文
に
は
こ
こ
に
〝
旧
路
〞
二
字
を
加
え
る
）、
蕃
漢
并
於
将
軍
谷
交
馬
、
其
綏

戎
栅
已
東
、
大
唐
祗
応
。
清
水
県
已
西
、
大
蕃
供
応
。

合
舅
甥
親
近
之
礼
、
使
其
両
界
煙
塵
不
揚
、
罔
聞
寇
盗
之
名
、

無
驚
恐

之
患
、
封
人
撤
備
、
郷
土
俱
（
第
四
行
）

安
、
如
斯
楽
業
之
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
、
遍
於
日
月
所
照
矣
。
蕃
於
蕃
国
受
安
、
漢
亦
漢
国
受
楽
、
兹
乃
合
其
大
業
耳
。
依
此

盟
誓
、
永
久
不
得
移
易
。
然
三
宝
及
諸
賢
聖
、
日
月
星
辰
、
請
為
知
証
、
如
此
盟

、
各
自
契
陳
。
刑
牲
為
盟
、
設
此
大
（
第
五
行
）

、
儻
不
依
此
誓
、
蕃
漢
□
□
□
□
□
□
□
□
禍
也
、
仍
須

□
及
為
陰
謀
者
、
不
在
破
盟
之
限
。
蕃
漢
君
臣
、
并
稽
告
立
誓
、
周

細
為
文
。
二
君
之
験
証
以
官
印
、
登
壇
之
臣
、
親
署
姓
名
、
互
（
姚
薇
元
が
チ
ベ
ッ
ト
文
を
検
討
に
よ
り
「
手
」
と
し
た
）

、
如

斯
誓
文
、
載
於
王
府
焉
。（
第
六
行
）

（
左
側
漢
文
）

大
蕃
宰
相
等
和
好
登
壇
立
盟
官
寮
名
位

大
蕃
宰
相
・
同
平
章
事
名
位

□
□
政
同
平
章
事
沙
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
天
下
兵
馬
都
元
帥
同
平
章
事
尚
綺
心
儿　

□
□
□
□
□
同
平
章
事
□
□
□
□

□
□　

天
下
兵
馬
副
元

同
平
章
事
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
宰
相
同
平
章
事
論
結
賛
世
熱
宰
相
同
平
章
事
尚
綺

立
賛
窟
寧
悉
当　

宰
相
同
平
章
事
尚
綺
立
熱
貪
通
宰
相
同
平
章
事
論
類
藏
弩
悉
恭

大
蕃
諸
寮
寀
登
壇
者
名
位

曩
論
琛
尚
類
熱
窟
寧
賛　

論
伽
羅
篤
波
属
盧
論
賛
熱
土
公　

悉
南

波
琛
尚
旦
熱
悉
諾
匝
岸
奔

蘇

属
勃
羅
末
論
矩
立
藏
名

摩　

事
中
勃
□
伽
論
悉
諾
熱
合
乾
資
悉
波
折
逋
額
論
悉
□
昔
幹
窟　

論
設
□
尚
□
□
□
藏
他
□
賛
刑
部
尚
書
□
論
結
□
□
賛
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（
右
側
漢
文
）

大
唐
宰
相
等
和
好
登
壇
立
盟
官
寮
名
位

大
唐
宰
相
・
同
平
章
事
名
位

正
議
大
夫
・
門
下
侍
郎
□
□　

朝
散
大
夫
・
中
書
侍
郎
・
同
平
章
事
崔
植　

太
中
大
夫
・
中
書
侍
郎
・
同
平
章
事
王
播　

中
大
夫
・

尚
書

部
侍
郎
・
同
平
章
事
杜
元
穎　

正
議
大
夫
・
兵
部
尚
書
蕭
俛

大
唐
諸
寮
寀
登
壇
者
名
位

金
紫
光
禄
大
夫
・
尚
書
左
僕
射
韓
皋　

朝
議
郎
・
御
史
中
丞
牛
僧
孺　

太
中
大
夫
・
尚
書
右
僕
射
兼
吏
部
尚
書
李
絳　
　

銀
青
光
禄

大
夫
・

部
尚
書
楊
於
陵
通
議
大
夫
礼
部
尚
書
韋
綬　

金
紫
光
禄
大
夫
・
尚
書
左
僕
射
兼
太
常
卿
趙
宗
儒　

太
中
大
夫
・
礼
部
尚

書
兼
司
農
卿
裴
武　

正
議
大
夫
・
京
兆
尹
兼
御
史
大
夫
柳
公
綽　

銀
青
光
禄
大
夫
・
工
部
尚
書
兼
右
金
吾
衛
大
将
軍
郭
　

□
□
大

夫
・
大
理
卿
兼
御
史
大
夫
劉
元
鼎　

□
□
郎
・
兵
部
郎
中
兼
御
史
中
丞
劉
師
老　

□
□
郎
守
尚
舎
奉
御
□
□
大
将
軍
兼
監
察
御
史
・

驍
騎
尉
李
武
朝
散
郎
・
□
京
兆
府
奉
先
県
丞
兼
監
察
御
史
李
公
度

唐
蕃
会
盟
碑
は
、
千
年
の
風
雨
を
経
た
歴
史
的
な
文
物
で
あ
り
、
現
在
も
依
然
と
し
て
大
昭
寺
の
前
面
に
聳
え
立
っ
て
（
55
）

い
る
。 

本
節
で
は
戦
国
秦
漢
以
降
の
文
献
に
記
録
さ
れ
、
世
間
に
流
布
し
た
盟
書
遺
物
を
収
集
し
検
討
を
行
っ
た
。
な
お
も
行
き
届
か
ぬ
虞
れ

が
あ
る
が
、
先
述
し
た
幾
例
か
の
盟
誓
お
よ
び
盟
書
は
、
戦
国
秦
漢
以
降
、
社
会
に
お
け
る
盟
誓
の
状
況
を
あ
る
程
度
に
反
映
し
た
と
も

い
え
よ
う
。
こ
の
時
代
に
盟
誓
の
内
容
と
盟
書
の
種
類
は
、
相
当
単
一
で
あ
る
し
、
盟
誓
の
主
体
者
の
身
分
も
は
な
は
だ
限
定
さ
れ
て
い
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る
。「
銅
柱
の
誓
」、「
唐
蕃
会
盟
碑
」、
お
よ
び
文
献
に
保
存
さ
れ
た
三
国
の
呉
蜀
同
盟
は
、
す
べ
て
両
側
（
国
あ
る
い
は
族
）
の
辺
境
の

境
界
線
と
永
遠
の
友
好
を
約
束
す
る
盟
誓
で
あ
る
。
鉄
券
は
さ
ら
に
特
殊
で
あ
り
、
皇
帝
ま
た
は
主
君
が
臣
下
に
対
し
て
赦
免
す
る
誓
約

で
あ
る
。
ま
さ
に
本
節
の
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
中
央
集
権
支
配
体
制
の
成
立
と
、
律
令
制
の
推
進
へ
と
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

個
人
が
そ
の
社
会
に
お
け
る
地
位
お
よ
び
自
由
行
動
は
、
い
ず
れ
も
集
権
統
治
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
据
え
付
け
ら
れ
た
。
つ
ま
り
個
人
の

行
為
に
制
約
は
、
完
全
に
行
政
的
な
法
律
の
手
段
を
通
し
て
実
施
さ
れ
た
。
盟
誓
は
戦
国
秦
漢
以
降
、
段
々
と
そ
の
機
能
を
喪
失
し
つ
つ

あ
り
、
次
第
に
歴
史
の
舞
台
上
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
法
規
・
法
令
は
た
だ
皇
帝
の
み
を
除
外
す
る
。
中
央
集
権
支
配
体
制
の
下
で
は
、
行
政
的
法
令
は
唯
一
及
ば

な
い
の
は
、
世
に
頂
点
に
存
在
す
る
皇
帝
で
あ
る
。
皇
帝
に
対
し
て
、
い
か
に
し
て
そ
の
行
為
を
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
か
に

し
て
そ
の
誓
言
を
守
る
こ
と
を
保
証
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
盟
誓
が
盛
行
し
た
原
理
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

人
間
の
心
に
、
神
に
対
す
る
崇
拝
お
よ
び
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
神
罰
に
対
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
皇
帝
で
さ
え
も
自
ら
の
行
為

を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
鉄
券
の
誓
」
で
あ
れ
、「
銅
柱
の
誓
」
や
会
盟
碑
で
あ
れ
、
そ
の
盟
誓
の
主
体
者
は
い
ず
れ
も
、

皇
帝
や
皇
帝
を
代
表
と
す
る
王
朝
な
ど
、
最
高
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
凌
駕
で
き
る
権
威
は
存
在
し
な
い
の
で
、
盟
誓
が
利

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
、
戦
国
秦
漢
以
降
の
盟
誓
主
体
者
の
身
分
が
単
一
化
し
た
原
因
な
の
で
あ
る
。

余
論

盟
誓
は
、
人
間
が
神
に
対
す
る
崇
拝
、
お
よ
び
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
神
霊
あ
る
い
は
神
罰
へ
の
恐
怖
心
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
、
個
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人
の
恣
意
的
な
行
為
を
制
約
す
る
方
法
で
あ
り
、
早
く
は
新
石
器
時
代
に
現
れ
た
一
つ
の
古
び
た
習
俗
で
あ
り
、
律
令
制
度
が
実
施
さ
れ

る
前
、
安
定
な
秩
序
を
有
効
に
維
持
す
る
手
段
と
し
て
、
世
間
で
は
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
。
盟
誓
で
神
に
宣
誓
す
る
こ
と
は
、
儀
式
全
体

に
お
い
て
最
も
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
宣
誓
に
は
通
常
、
口
頭
宣
誓
と
誓
言
の
文
書
化
と
い
う
二
種
類
の
形
式
が
あ
る
。
そ
し
て
誓
言

の
文
書
化
の
前
提
が
、
文
字
の
出
現
と
使
用
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
中
国
は
少
な
く
と
も
今
か
ら
三
千
年
以
上
前
に
は
、
文

字
の
使
用
に
十
分
熟
練
し
て
い
た
が
、
そ
の
と
き
文
字
を
用
い
て
盟
書
を
制
作
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
く
、
完
全
な
盟
書
が
出
現
す
る

の
は
春
秋
時
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
国
秦
漢
以
降
は
、
中
央
集
権
体
制
の
確
立
と
行
政
律
令
制
度
の
推
進
に
伴
い
、
盟
誓
は
も
は
や
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
主
要
な
方
式

で
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
央
集
権
体
制
外
や
、
律
令
・
法
規
の
規
範
外
の
場
合
は
、
盟
誓
は
、
政
治
的
秩
序
お
よ
び
人
間
関
係
を

維
持
す
る
手
段
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
戦
国
秦
漢
以
降
の
盟
書
遺
物
に
関
す
る
本
稿
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
国
と
国
の
間
、
国
と
族
の
間
、

皇
帝
と
大
臣
の
間
に
お
い
て
、
盟
誓
の
手
段
を
通
し
て
契
約
関
係
を
確
定
し
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
普
通
の
庶
民
の

間
や
、
何
が
し
か
の
民
間
宗
教
団
体
の
間
で
、
盟
誓
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
社
会
関
係
を
維
持
す
る
事
例
は
も
っ
と
多
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
盟
誓
は
、
民
間
で
地
位
の
低
い
人
々
の
間
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
史
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

く
、
後
代
の
人
も
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

盟
誓
を
結
ぶ
と
き
、
と
り
わ
け
盟
辞
を
文
書
化
す
る
場
合
に
、
通
常
は
盟
書
を
制
作
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
文
字
が
で
き
る
史

官
・
祝
巫
な
ど
の
専
門
の
人
が
、盟
書
を
作
成
し
、そ
し
て
玉
・
石
、金
属
な
ど
記
録
媒
体
に
書
き
留
め
る
。
盟
誓
の
儀
式
が
完
了
し
た
後
、

一
部
を
山
林
に
埋
め
た
り
河
川
に
沈
め
た
り
し
た
。
盟
書
の
材
料
を
玉
・
石
・
銅
・
鉄
の
よ
う
な
腐
敗
し
難
い
も
の
と
し
た
の
は
、
誓
言

を
永
遠
に
改
変
し
な
い
意
を
こ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
盟
書
遺
物
は
当
然
な
が
ら
、
ま
だ
世
に
存
在
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
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何
故
に
、
今
に
至
る
ま
で
の
盟
書
遺
物
の
出
土
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
少
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
盟
書
の
処
理
方
法
と
関
係
が
あ

る
と
推
測
で
き
よ
う
。
盟
書
は
神
に
届
く
証
拠
物
件
で
あ
っ
て
、
人
間
と
神
の
つ
な
が
る
道
筋
は
、
全
て
人
跡
が
稀
な
山
林
・
河
川
な
ど

の
地
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
侯
馬
・
温
県
盟
書
の
事
例
の
よ
う
に
、
一
回
の
盟
誓
参
加
者
が
数
百
か
ら
千
人
に
上
る
こ
と
は
、
ご
く
例
外

的
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
盟
書
の
発
見
に
は
不
利
な
要
素
で
あ
る
。
盟
書
遺
物
は
、
決
し
て
こ
れ
ら
に
止
ま
る
も
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
深
く
静
か
な
と
こ
ろ
に
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
新
た
な
考
古
発
見
に
期
待
す
る
の
で
あ
る
。

１　

中
田
薰
「
起
請
文
雑
考
」（『
法
制
史
論
集
』
第
三
巻
「
債
権
法
及
び
雑
著
」、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
六
月
）
九
五
八
〜
一
〇
〇
七
頁
。
あ
る
民

俗
学
研
究
者
は
、
盟
誓
を
「
神
判
」
の
一
つ
の
分
岐
に
帰
せ
し
め
て
い
る
。
夏
之
乾
『
神
判
』「
一　

神
判
法
的
種
類
」（
中
華
本
土
文
化
叢
書
、
上

海
三
聯
書
店
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
二
一
〜
二
九
頁
参
照
。

２　

中
村
直
勝
『
起
請
の
心
』（
便
利
堂
、
一
九
六
二
年
）
参
照
。

３　

湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
楚
簡
整
理
小
組
編
『
包
山
楚
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
）。
第
二
三
号
簡
・
第
一
二
〇
〜
一
二
三
号
簡
・

第
一
三
一
〜
一
三
九
号
簡
に
は
、
証
人
が
証
言
す
る
前
に
は
盟
誓
の
儀
式
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
自
己
の
証
言
が
誠
実
で
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
宣
誓
す
る
と
い
う
訴
訟
の
過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
八
、二
五
〜
二
七
頁
。

４　

盟
誓
祭
儀
の
基
本
要
素
と
そ
の
社
会
的
機
能
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
古
代
盟
誓
功
能
性
原
理
的
考
察

以
盟
誓
祭
儀
儀
式
的
討

論
為
中
心

」
の
第
一
部
分
「
盟
誓
行
為
構
成
的
基
本
要
素
及
其
功
能
」（『
史
林
』、
上
海
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
刊
行
、
二
〇
〇
六
年
第
一
期
）

八
三
〜
九
一
頁
参
照
。

５　

古
代
中
国
に
お
い
て
誓
辞
の
文
書
化
、
す
な
わ
ち
盟
書
の
出
現
は
、
漢
字
の
使
用
場
所
の
拡
大
に
伴
っ
て
発
生
し
た
新
た
な
社
会
現
象
で
あ

る
。
こ
の
点
に
関
す
る
最
新
の
研
究
は
、
平
㔟
隆
郎
『
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
国

古
代
殷
周
王
朝
の
素
顔

』（
中
央
公
論
新
社
、
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二
〇
〇
一
年
六
月
）
第
三
章
一
四
五
〜
一
六
二
頁
）、
同
『『
春
秋
』
と
『
左
伝
』』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
第
一
章
第
一
節
二
一
〜

二
七
頁
）、
拙
稿
「
盟
誓
に
お
け
る
載
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
東
洋
文
化
』
第
八
一
号
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

一
四
六
〜
一
五
一
頁
。

６　

山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
編
『
侯
馬
盟
書
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
七
六
年
一
二
月
）、
河
南
省
文
物
研
究
所
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
跡
一
号
坎

発
掘
簡
報
」（『
文
物
』、
一
九
八
三
年
第
三
期
）。

７　

陳
夢
家
「
東
周
盟
誓
与
出
土
載
書
」（『
考
古
』、
一
九
六
六
年
第
五
期
）。

８　

吉
本
道
雅
「
春
秋
載
書
考
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
四
三
巻
第
四
号
、
一
九
八
五
年
三
月
）。

９　

Susan W
eld

の
博
士
論
文
は
未
見
で
あ
る
が
、
盟
書
に
関
す
る
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
北
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
新
出
簡
帛
国
際
学
術

研
討
会
」
に
お
い
て
、同
氏
が
提
出
し
た
論
文
「
侯
馬
和
温
県
盟
書
的
背
景
研
究
」
で
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
外
、盟
書
の
書
式
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
盟
誓
に
お
け
る
載
書
の
書
式
に
関
す
る
一
考
察
」（
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
編
『
中
国
哲
学
研
究
』
第
一
八
号
、二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
照
。

10　

筆
者
は
前
掲
注
（
５
）
論
文
（
一
四
〇
〜
一
四
六
頁
）
に
お
い
て
、「
載
」
の
字
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
載
」
と
は
、殷
王
室
の
先
祖
を
祭
る
「
祭
・

・
・
ミ
・
翌
」
の
五
祀
に
「

」
の
祭
り
で
あ
る
。「
載
」
は
先
祖
を
祭
る
方
法
で
あ
り
、
春
秋
期
ま
で
諸
侯
に
よ
り
続
け
て
行
わ
れ
た
。『
国
語
』

晋
語
と
『
詩
経
』
大
雅
載
見
篇
で
は
、「
載
」
の
字
が
依
然
と
し
て
祭
祀
の
意
味
を
表
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

11　

文
字
記
録
の
材
料
で
あ
る
竹
簡
帛
書
が
大
量
に
出
土
す
る
今
日
、「
書
」
の
真
の
意
味
と
そ
の
古
代
に
お
け
る
使
い
方
は
、
研
究
者
の
さ
ら
な
る
論

議
へ
の
興
味
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
李
零
は
、
最
近
の
著
書
『
簡
帛
古
書
与
学
術
源
流
』（
三
聯
書
店
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）
三
四
〜
五
一
頁
で
、

「
書
」
に
は
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
文
字
と
し
て
の
書
・
档
案
と
し
て
の
書
お
よ
び
典
籍
と
し
て
の
書
で
あ
る
。
個
人
の
独
立
し

た
思
想
と
自
由
思
想
を
表
す
典
籍
・
経
書
が
形
成
・
発
展
す
る
以
前
の
時
代
、「
書
」
は
そ
の
大
部
分
が
、
李
零
が
纏
め
た
と
こ
ろ
の
第
二
類
、
つ
ま

り
档
案
の
性
格
を
も
つ
文
書
で
あ
っ
た
。「
載
書
」
の
「
書
」
も
、
当
然
文
書
の
意
味
を
も
つ
。

12　

銭
穆
は「
周
官
著
作
時
代
考
」（『
燕
京
学
報
』一
一
、一
九
三
二
年
六
月
）で
、『
周
礼
』の
成
書
を
戦
国
期
と
し
た
。
近
年
、平
㔟
隆
郎
は『
左
伝
』・『
公
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羊
伝
』・『
穀
梁
伝
』
な
ど
の
典
籍
に
つ
い
て
、
改
め
て
系
統
的
に
史
料
批
判
的
な
研
究
を
進
め
、『
周
礼
』
成
書
を
戦
国
中
後
期
と
す
る
見
解
を
提
示

し
た
。
平
㔟
隆
郎
「『
周
礼
』
の
構
成
と
成
書
国
」（『
東
洋
文
化
』
第
八
一
号
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
参
照
。

13　

郭
沫
若
は
、

公
釗
は
魯
の
成
公
一
七
年
（
紀
元
前
五
七
四
年
）
に
死
し
た

定
公

且
と
す
る
。（『
両
周
』
三
・
一
九
一
〜
一
九
二
葉
）
呉
大
澂

（『

齋
』
第
一
冊
二
一
葉
）
も
「
こ
の
鍾
篆
体
は
古
文
体
と
似
て
お
ら
ず
、
小
篆
の
書
体
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。

14　

鎌
田
重
雄
「
中
国
古
代
の
同
盟
」（『
史
論
史
話
』
第
二
、
新
生
社
、
一
九
六
七
年
五
月
）
二
六
五
頁
。

15　
『
周
礼
』
秋
官
大
司
寇
に
は
、「
以
両
造
禁
民
訟
、入
束
矢
於
朝
、然
後
聽
之
。」
と
あ
る
。
孫
詒
讓
が
『
周
礼
正
義
』、に
『
詩
経
』
大
雅
大
東
篇
の
「
其

直
如
矢
」を
参
照
し
て
、民
が
訴
訟
の
際
、矢
を
用
い
た
の
は
、「
誠
信
」を
示
す
た
め
と
し
た
。
孫
詒
讓『
周
礼
正
義
』巻
六
六
、十
三
経
清
人
注
疏
本（
中

華
書
局
、
一
九
八
七
年
一
二
月
、
第
十
一
冊
、
二
七
四
八
頁
）。

16　

人
盤
の
作
器
を
厲
王
期
と
す
る
の
は
、王
国
維「
散
氏
盤
跋
」（『
観
堂
集
林
』巻
十
八
）と
馬
承
源（
上
海
博
物
館
商
周
青
銅
器
銘
文
選
編
写
組『
商

周
青
銅
器
銘
文
選
』
一
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。
平
㔟
隆
郎
『
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
国
』（
前
掲
注
（
５
））
六
一
頁
は

穆
王
期
と
す
る
。
そ
の
外
、
孝
・
夷
王
期
（
白
川
静
『
金
文
通
釈
』
第
二
四
輯
（
白
鶴
美
術
館
誌
、
一
九
六
八
年
）「
散
氏
盤
」）
な
ど
が
あ
る
。
以

上
が
代
表
的
な
説
で
あ
る
。

17　

馬
承
源
は
懿
王
期
説
を
と
る
。
前
掲
注
（
16
）
参
照
。
程
武
「
一
篇
重
要
的
法
律
史
文
献

読

銘
文
札
記

」（『
文
物
』、
一
九
七
六
年

第
五
期
）
と
盛
張
（
本
名
は
黄
盛
璋
）「
岐
山
新
出

若
干
問
題
探
索
」（『
文
物
』、
一
九
七
六
年
第
六
期
）
は
、
宣
王
期
説
を
と
る
。

18　

こ
の
銘
文
の
意
味
は
非
常
に
難
解
で
あ
る
。
銘
文
中
の
人
物
関
係
な
ど
の
さ
ら
な
る
解
明
が
待
た
れ
る
が
、
誓
約
文
は
比
較
的
明
瞭
で
あ
る
。

19　

唐
蘭
は
早
く
か
ら
、「
用
青
銅
器
銘
文
来
研
究
西
周
史

綜
論
宝
鶏
市
近
年
発
現
的
一
批
青
銅
器
的
重
要
歴
史
価
値

」（『
文
物
』、

一
九
七
六
年
第
六
期
）
四
〇
頁
で
、「
少
な
く
と
も
周
の
康
王
ま
で
で
あ
り
、
全
て
商
の
制
度
と
礼
儀
を
継
承
し
た
。」
と
指
摘
し
て
い
た
。

20　

唐
蘭
前
掲
注
（
19
）
論
文
。　

21　

平
㔟
隆
郎
『
左
伝
の
史
料
批
判
的
研
究
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
一
五
五
〜
一
六
二
頁
。
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22　

拙
稿
「『
左
伝
』
に
見
え
る
盟
誓
記
事
に
つ
い
て
の
史
料
批
判
的
検
討
」（
史
料
批
判
研
究
會
編
『
史
料
批
判
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
九
年
六
月
）

六
〜
七
頁
参
考
。

23　

侯
馬
盟
書
の
年
代
に
関
し
て
は
、
江
村
治
樹
の
三
十
年
来
の
研
究
に
よ
る
総
括
的
な
整
理
が
あ
る
。
同
氏
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料

の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）
第
三
部
第
三
章
「
侯
馬
盟
書
の
性
格
と
歴
史
的
背
景
」
参
照
。

24　
『
侯
馬
盟
書
』（
前
掲
注
（
６
））
一
一
〜
二
四
頁
。

25　
『
侯
馬
盟
書
』（
前
掲
注
（
６
））「
侯
馬
盟
書
及
其
発
掘
與
整
理
」
一
一
頁
。

26　

侯
馬
盟
書
の
新
し
い
分
類
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
盟
誓
に
お
け
る
載
書
の
書
式
に
関
す
る
一
考
察
」（
東
京
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
編
『
中
国
哲
学

研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
九
六
頁
参
照
。

27　

侯
馬
盟
書
の
出
土
番
号
は
、
い
ず
れ
も
『
侯
馬
盟
書
』（
前
掲
注
（
６
））
に
付
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。

28　

郭
沫
若
「
侯
馬
盟
書
試
探
」（『
文
物
』、
一
九
六
六
年
第
二
期
）
参
照
。

29　

黄
盛
璋
「
関
於
侯
馬
盟
書
的
主
要
問
題
」、『
中
原
文
物
』、
一
九
八
一
年
第
二
期
。

30　

温
県
盟
書
の
出
土
番
号
は
、
い
ず
れ
も
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
迹
一
号
坎
発
掘
簡
報
」、
前
掲
注
（
６
）。

31　

羅
鳳
鳴
（Susan R.W
eld

の
中
文
名
）「
整
理
温
県
盟
書
撮
影
成
像
項
目
：
方
法
概
述
」（
二
〇
〇
〇
年
八
月
一
九
〜
二
二
日
、
北
京
大
学
「
新
出

簡
帛
国
際
学
術
研
討
会
」
に
お
け
る
報
告
）。
羅
鳳
鳴
の
文
章
は
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
論
文
集
で
あ
る
艾
蘭
・
邢
文
編
『
新
出
簡
帛
研
究
』（
文

物
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
八
〇
〜
八
七
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

32　

河
南
省
文
物
研
究
所
・
河
南
省
丹
江
庫
区
考
古
隊
・
淅
川
県
博
物
館
『
淅
川
下
寺
春
秋
楚
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
）
二
五
八
頁
。

33　

詛
楚
文
石
碑
に
関
し
て
は
、郭
沫
若
「
詛
楚
文
考
釈
」（
一
九
四
七
年
七
月
、『
郭
沫
若
全
集
』
考
古
編
九
所
収
、科
学
出
版
社
、一
九
八
二
年
九
月
）。

詛
楚
文
の
研
究
に
関
す
る
概
况
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
秦
の
詛
楚
文
に
つ
い
て
の
再
検
討
」（『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
八
年

三
月
）
参
照
。
そ
の
中
国
語
版
は
、
中
国
文
物
研
究
所
編
『
出
土
文
献
研
究
』
第
五
集
（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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34　

戦
国
時
代
の
盟
誓
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
工
藤
元
男
「
戦
国
の
会
盟
と
符

馬
王
堆
漢
墓
帛
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
二
〇
章
を
め
ぐ
っ
て

」

（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
六
月
）
参
照
。

35　

伍
崇
曜
（
清
）
校
勘
『
嶺
南
遺
書
』
所
収
。

36　
『
金
石
萃
編
』
巻
一
百
十
八
、
唐
七
十
八
、
賜
銭
武
粛
王
銭
鏐
鉄
券
。
鉄
券
文
に
つ
い
て
は
、
元
の
陶
宗
儀
『
南
村
輟
耕
録
』
巻
十
九
、
銭
武
粛
鉄

券
（
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
之
一
、
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
二
月
）
も
参
照
す
る
こ
と
。

37　

陸
游
『
渭
南
文
集
』（
四
庫
叢
刊
本
）
巻
三
十
一
「
跋
唐
昭
宗
賜
銭
武
粛
王
鉄
券
文
」
に
「
鉄
券
実
蔵
臥
内
、
状
如
筩
瓦
。」
と
あ
る
。

38　

 

『
三
国
志
』
呉
書
二
、
呉
主
伝
第
二
「
黄
龍
元
年
春
（
筆
者
注
：
二
二
九
年
）
…
…
（
孫
権
）
南
郊
即
皇
帝
位
。
…
…
六
月
、
蜀
遣
衛
尉
陳
震
慶

権
践
位
。
権
乃
参
分
天
下
、
豫
青
徐
幽
属
呉
、

冀
并
凉
属
蜀
。
其
司
州
之
土
、
以
函
谷
関
為
界
、
造
為
盟
曰
、
…
…
有
渝
此
盟
、
創
禍
先
乱
、
違

貳
不
協
、
滔
慢
天
命
、
明
神
上
帝
、
是
討
是
督
、
山
川
百
神
、
是
糾
是

、
俾
堕
其
師
、
无
克
祚
国
。
于
爾
大
神
、
其
明
鑑
之
。」

39　
『
後
漢
書
』
巻
二
十
四
、
馬
援
列
伝
第
十
四
参
照
。
馬
援
の
銅
柱
に
関
す
る
最
新
の
研
究
は
、
桜
井
龍
彦
「
境
界
に
立
つ
柱―

馬
援
の
銅
柱
を
め
ぐ

っ
て
」（『
日
中
文
化
研
究
』
第
一
輯
、
勉
誠
社
、
一
九
九
一
年
）、
吉
開
将
人
「
馬
援
銅
柱
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
ベ
ト
ナ
ム
社
会
文
化
研
究
会
編
『
ベ

ト
ナ
ム
の
社
会
と
文
化
』
第
三
号
、
風
響
社
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
参
照
。
し
か
し
、
学
者
達
は
一
般
に
そ
の
歴
史
地
理
学
・
政
治
地
理
学
に
基

づ
く
立
場
に
注
目
し
て
お
り
、
銅
柱
の
存
在
や
銅
柱
の
所
在
地
域
な
ど
の
よ
う
な
、
考
古
・
文
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
空
白
に
近
い
。

40　

程
大
昌
『
演
繁
露
』
附
録
。「
儒
学
警
悟
」
と
「
学
津
討
原
」
は
み
な
こ
の
本
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

41　

馬
希
范
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
旧
五
代
史
』
巻
一
百
三
十
三
、
世
襲
列
伝
第
二
、『
新
五
代
史
』
巻
六
十
六
、
楚
世
家
第
六
馬
殷
参
照
。

42　

清
の
王
昶
『
金
石
萃
編
』
巻
一
百
二
十
、五
代
一
所
収
。

43　

朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』（
四
部
叢
刊
初
編
、
集
部
、
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
原
刊
本
）
巻
四
十
六
「
溪
州
銅
柱
記
跋
」。

44　

朱
彝
尊
『
曝
書
亭
集
』「
溪
州
銅
柱
記
跋
」、
上
掲
注
（
四
十
三
）
に
、「
康
熙
戊
午
（
筆
者
注
：
康
熙
一
七
年
﹇
一
六
七
八
年
﹈）
昆
山
葉
徴
士
、

奕

相
聚
京
師
、
語
及
金
石
文
。
自
言
家
有
銅
柱
記
拓
本
、
乃
托
其
郵
致
、
具
録
記
文
審
定
楚
世
家
之
誤
。」
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45　
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
十
八
、
元
載
伝
。 

46　

佐
藤
長
『
古
代
チ
ベ
ッ
ト
史
研
究
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
）
下
巻　

各
論
の
第
六
「
建
中
会
盟
へ
の
過
程
」
と
第
七
「
長
慶
会

盟
前
後
」、
五
七
五
〜
七
〇
八
頁
。

47　
『
資
治
通
鑑
』
大
歴
十
四
年
八
月
条
。

48　
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
百
八
十
、
外
臣
部
通
好
建
中
三
年
九
月
条
。

49　

孫
星
衍「
吐
蕃
会
盟
碑
」（『
寰
宇
訪
碑
録
』巻
四
、平
津
館
叢
書
第
十
集
所
収
）、陸
增
祥「
盟
吐
蕃
碑
」（『
八
瓊
室
金
石
補
正
』巻
七
一
）、厳
可
均「
盟

吐
蕃
題
柱
文
」（『
鉄
橋
金
石
跋
』巻
三
、聚
学
軒
叢
書
第
三
集
所
収
）、羅
振
玉「
唐
蕃
会
盟
碑
跋
」（『
雪
堂
金
石
文
字
跋
尾
』巻
四
、永
豊
郷
人
藁
所
収
）。

50　

内
藤
湖
南
は
、大
正
七
年（
一
九
一
八
年
）四
月
に
東
京
帝
国
大
学
で
開
催
さ
れ
た
史
学
会
に
お
い
て
、ラ
サ
の
唐
蕃
会
盟
碑
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

講
演
で
は
寺
本
・
河
口
両
氏
が
会
盟
碑
を
尋
ね
た
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
講
演
原
稿
は
、
昭
和
三
年[

一
九
二
七
年]

に
内
藤
湖
南
の
整
理
に

よ
り
「
拉
薩
の
唐
蕃
会
盟
碑
」
と
し
て
発
表
し
た
〔『
研
幾
小
録
』
に
所
収
、の
ち
、『
内
藤
湖
南
全
集
』
第
七
巻
、弘
文
堂
、一
九
七
〇
年
二
月
、所
収
〕）。

51　

佐
藤
長
前
掲
注
（
四
十
六
）
本
の
下
巻
、
八
八
三
〜
八
八
四
頁
。

52　

島
田
政
雄
『
チ
ベ
ッ
ト
そ
の
歴
史
と
現
代
』、
四
五
頁
、
三
省
堂
、
一
九
七
八
年
四
月
。

53　

内
藤
湖
南
「
拉
薩
の
唐
蕃
会
盟
碑
」、
前
掲
注
（
50
）。

54　

姚
薇
元
「
唐
蕃
会
盟
碑
跋
」（『
燕
京
学
報
』
第
一
五
期
、
一
九
三
四
年
）
八
九
〜
九
九
頁
。

55　

筆
者
は
ま
だ
チ
ベ
ッ
ト
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
く
、
唐
蕃
会
盟
碑
の
実
物
を
目
の
当
た
り
に
す
る
機
会
は
ま
だ
な
い
が
、
本
稿
に
お
け
る
歴
代
の
盟

誓
遺
物
の
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、
特
に
こ
の
石
碑
の
現
存
状
況
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
こ
の
二
、三
年
に
チ
ベ
ッ
ト
の
大
昭
寺
を
訪
れ
た
多
く
の

友
人
に
石
碑
の
所
在
を
尋
ね
た
が
、
皆
が
大
昭
寺
の
前
に
こ
の
碑
を
見
な
か
っ
た
と
い
う
。
二
〇
〇
五
年
六
月
、
上
海
で
開
催
さ
れ
た
「
古
代
内
陸

欧
亜
与
中
国
文
化
学
術
研
討
会
」
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
を
研
究
す
る
専
門
家
か
ら
最
新
の
消
息
を
聞
い
た
。
唐
蕃
会
盟
碑
は
千
年
風
雨
に
曝
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
石
質
の
風
化
が
ひ
ど
く
、
こ
の
貴
重
な
文
物
を
保
護
す
る
た
め
に
、
地
元
の
政
府
は
石
碑
本
体
を
屋
根
で
覆
い
、
し
ば
ら
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洋
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要　

第
百
五
十
册



く
一
般
公
開
し
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

所
引
金
文
・
青
銅
器
著
録
略
号
一
覧

齋　

呉
大
澂
『

齋
集
古
録
』（
一
八
九
六
年
、
一
九
一
八
年
刊
行
）

両
周　

郭
沫
若
『
両
周
金
文
辞
大
系
図
録
考
釈
』（
一
九
三
五
年
、
増
訂
新
版
、
考
古
学
専
刊
甲
種
第
三
號
、
科
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
一
二
月
）

通
釈　

白
川
静
『
金
文
通
釈
』
白
鶴
美
術
館
誌
第
一―

五
二
輯
、
一
九
六
二
年―

一
九
八
〇
年

銘
文
選　

上
海
博
物
館
商
周
青
銅
器
銘
文
選
編
写
組
編
『
商
周
青
銅
器
銘
文
選
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
年
〜

法
書
ガ
イ
ド
一　

松
丸
道
雄
等
『
中
国
法
書
ガ
イ
ド
』
一
、一
九
九
〇
年
一
一
月

法
書
選
一　

松
丸
道
雄
等
『
中
国
法
書
選
』
一
、一
九
九
〇
年
一
一
月
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